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-2-

日
本
の
経
済
は
、
個
人
消
費
や
民
間
設
備
投
資
な
ど
回
復
傾
向
に

あ
り
、
景
気
は
緩
や
か
で
す
が
、
回
復
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。

本
市
の
財
政
は
、
市
税
に
少
し
伸
び
は
あ
る
も
の
の
、
地
方
支
付

税
な
ど
の
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
ボ
ー
ト
事
業
も
収
益
減
と
い
う
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
9
年
度
は
、
新
し
く
作
っ
た
基
本
構
想
、

基
本
計
画
に
そ
っ
た
事
業
を
進
め
る
た
め
、
財
源
の
合
理
的
な
配
分

や
各
種
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
の
財
源
確
保
を
図
り
、
市
民
の
要
望

に
応
え
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
大
村
市
を
目
指
し
「
子
ど
も
に
思
い
や

「
若
者
に
誇
り
と
活
力
を
」

り
の
心
と
夢
を
」

「
お
年
寄
り
に

生
き
が
い
と
安
心
を
旨
セ
市
政
の
目
標
と
し
て
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。



子どもに忠いやりのd江と夢を

若者に誇りと活力を

お年寄りに生さがし、と安dミょを

人
々
の
交
流
が
進
む
臨
空
都
市
づ
く
り

-
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

基
本
構
想
で
示
し
た
将
来
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
都

市
的
、
自
然
的
な
土
地
利
用
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
計
画
的
な

土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。

-
市
街
地
の
整
備

市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
ま
ち
の
顔
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
に
、
地
一元
商
庖
街
な
ど
関
係
者
協
力
の
も
と
整
備

を
進
め
、
市
内
外
の
人
々
が
集
い
交
流
で
き
る
商
業
地
域
と
し
て

再
生
を
図
り
ま
す
。

-
都
市
景
観
の
形
成

大
村
ら
し
さ
を
表
現
で
き
る
ま
ち
n

つ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
景

観
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

歴
史
の
散
歩
道
整
備
事
業
と
し
て
、
旧
武
家
屋
敷
地
区
の
景
観

保
全
を
念
頭
に
お
い
て
整
備
し
ま
す
。

-
交
通
体
系
の
整
備

①
国
道
の
整
備

国
道
弘
号
の
拡
幅
は
、
市
の
重
要
課
題
と
し
て
、
国
・
県
に
強

く
要
望
し
た
結
果
、
平
成
8
年
度
か
ら
玖
島
交
差
点
改
良
工
事
に

着
手
、
本
格
的
に
事
業
を
進
め
、
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

国
道

4
4
4
号
の
整
備
は
、
平
成
叩
年
度
の
全
面
開
通
に
向
け

て
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備

久
原
梶
ノ
尾
線
、
久
原
線
、
富
の
原
坂
口
線
、
杭
出
津
松
原
線
、

沖
回
線
な
ど
随
時
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

③
そ
の
他
市
道
等
の
整
備

市
道
な
ど
の
整
備
は
、
各
種
の
補
助
事
業
や
起
債
事
業
を
活
用

し
、
順
次
整
備
を
進
め
、
歩
道
段
差
の
解
消
な
ど
を
図
り
、
高
齢

者
・
障
害
者

・
子
ど
も
な
ど
へ
配
慮
し
た
快
適
で
人
に
や
さ
し
い

道
路
の
整
備
を
し
ま
す
ー

④
長
崎
新
幹
線
・

J

R
大
村
線
整
備

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
!
ト
は
、
平
成

8
年
ロ
月
に
着
工
決
定
を

受
け
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
早
期
工
事
に
向
け
積
極
的

に
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

J
R
大
村
線
の
整
備
拡
充
、
増
便
な
ど
輸
送
力
の
強
化
に
つ
い

て
も
要
望
・
陳
情
を
行
い
、
実
現
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

-
空
港
機
能
の
強
化

長
崎
空
港
は
、
国
際
・
国
内
航
空
の
流
通
拠
点
と
し
て
益
々
発

展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
人
・
物
・
情
報
・
文
化
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
た

め
、
輸
入
促
進
地
域

(
F
A
Z
)
と
し
て
事
業
推
進
を
図
り
、
長

崎
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
計
画
の
実
現
ヘ
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
国
際
空
港
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
、
空
港
機
能
の
強

化
に
努
め
ま
す
。

-
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
を
開
設
し
、
大
村
か
ら

の
情
報
の
発
信
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

-
水
資
源
の
確
保

将
来
の
人
口
増
加
や
産
業
活
動
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
増
大
す

る
水
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
て
、
計
画

的
に
水
資
源
開
発
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
ミ
ニ
ダ
ム
開
発
の
適
地
調
査
や
た
め
池
、
井
せ
き
の

改
良
な
ど
を
実
施
し
、
水
資
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

菅
一
瀬
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
早
期
完
成
を
目
指
し
、
努
力
し
ま
す
。

潤
い
あ
ふ
れ
る
海
と
緑
の
環
境
都
市
づ
く
り

-
快
適
環
境
の
形
成

み
ど
り
豊
か
で
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
環
境
川つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
大
村
湾
の
浄
化
対
策
は
、
公
共
下
水
道
な
ど
を
計
画
的
に

整
備
し
、
県
お
よ
び
湾
岸
市
町
一
体
と
な
っ
て
一
層
の
浄
化
活
動

を
進
め
ま
す
。

長
崎
空
港
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竹
松
小
学
校

a

聞
一

伊勢町公園

-
住
宅
の
整
備

市
営
住
宅
の
建
替
え
は
、
木
場
団
地
に
高
齢
者
用
9
戸
を
含
む

幻
戸
を
建
設
し
ま
す
。

-
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

市
民
が
緑
と
ふ
れ
あ
い
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
公
園
整
備
を
進
め
ま
す
。

森
園
公
園
に
親
水
性
の
川
、
芝
生
広
場
な
ど
の
整
備
を
し
ま
す
0

.
上
水
道
の
整
備

水
道
事
業
の
経
営
の
健
全
化
と
安
定
給
水
の
た
め
、
引
き
続
き

老
朽
管
布
設
替
お
よ
び
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
す
る
な
ど
、
漏

水
防
止
対
策
を
行
い
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

-
下
水
道
の
整
備

①
公
共
下
水
道
の
推
進

本
市
の
下
水
道
普
及
率
は
、
平
成

9
年
度
で
約
乃
%
に
達
し
、

県
下
で
も
高
水
準
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
は
、
約

ωヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
整
備
を
図
る
予
定
で
す
。

心
か
よ
う
健
康
福
祉
づ
く
り

健康福祉まつり

-
地
域
福
祉
の
推
進

市
民
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
相
談
・
利
用
で
き
る
地
域
福
祉
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

-
保
健
・
医
療
の
充
実

市
民
が
健
康
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
病

気
の
予
防
と
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

市
民
の
健
康
管
理
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、

自
覚
や
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

市
立
病
院
事
業
は
、
地
域
に
根
差
し
た
病
院
と
し
て
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
、
利
用
し
や
す
い
病
院
、つ
く
り
を
目
指
し
、
医
療
水
準

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

累
計
赤
字
解
消
の
た
め
、
抜

本
的
な
経
営
再
建
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
経
営
の
健
全
化
に

一
層

努
め
ま
す
。

-
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
化
社
会
に
向
け
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
在
宅
福
祉
を

一
層
充
実
し
、
平
成

9
年
度

②
国
民
健
康
保
険
事
業

医
療
費
適
性
化
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
低
所
得
者
階
層

に
対
す
る
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
続
け
ま
す
。

-
防
災
対
策
・
消
防
対
策
の
充
実

大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
県
と

2
市
4
町
で
「
長
崎
県
総
合
防

災
訓
練
』
を
大
村
市
で
開
催
し
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
に
よ
り
有

事
即
応
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

②
農
業
集
落
配
水
事
業
の
推
進

鈴
田
上
地
区
、
鈴
田
下
地
区
、
福
重
地
区
は
す
で
に
着
手
し
て

お
り
、
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

三
浦
地
区
と
武
留
路

地
区
は
新
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
ま
す
。

③
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
整
備

全
世
帯
水
洗
化
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落

排
水
事
業
の
計
画
が
な
い
地
域
で
は
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
面
的
整
備
計
画
に
よ
り
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
水
洗

便
所
改
造
資
金
の
利
子
補
給
金
制
度
を
設
け
ま
す
。

A
V
廃
棄
物
処
理
対
策
の
充
実

多
様
化
す
る
ご
み
質
お
よ
び
ご
み
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
収
集
可
燃
ご
み
の
全
量
焼
却
を
目
指
し
た
ご
み
処
理
施
設
が

本
格
稼
働
し
ま
す
。

資
源
化
物
の
回
収
の
た
め
、
分
別
排
出
の
徹
底
お
よ
び
再
資
源

化
の
啓
蒙
を
図
り
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。

か
ら
、

μ
時
間
対
応
が
可
能
な
巡
回
型
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
や
コ

l
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め
ま
す
。

-
児
童
家
庭
福
祉
の
充
実

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
る
た
め

の
環
境
m

つ
く
り
を
進
め
ま
す
。
新
年
度
か
ら
第
二
子
の
保
育
料
お

よ
び
乳
幼
児
医
療
の

4
歳
児
・

5
歳
児
の
無
料
化
を
実
施
し
ま

す
。
-
障
害
者
(
児
)
福
祉
の
充
実

障
害
を
も
っ
人
々
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
障
害
者
福
祉
計
画
の
作
成
に
着
手
し
ま
す
。

障
害
を
も
っ
人
々
が
生
活
し
や
す
い
環
境
を
充
実
す
る
た
め
、

障
害
を
も
っ
人
々
の
社
会
参
加
へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

@
年
金
・
国
保
の
充
実

①
国
民
年
金
の
充
実

国
民
皆
年
金
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
広
報
、

啓
発
に
努
め
、

年
金
相
談
な
ど
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
、
制
度
の
周
知
を
図
り
、

加
入
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

現
在
、
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
大
村
消
防
署
内
に
「
防
災

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
」
を
設
け
る
た
め
の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま

す
。
-
交
通
安
全
対
策
・
防
犯
対
策
の
充
実

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
中
、
交

通
安
全
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

防
犯
対
策
と
し
て
、
地
域
安
全
活
動
事
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。

歴
史
と
個
性
が
ひ
か
る
生
涯
学
習
都
市
づ
く
り

-
生
涯
学
習
の
形
成

人
間
性
豊
か
な
生
き
生
き
と
し
た
地
域
社
会
n

つ
く
り
を
目
指
し

て
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

町
内
公
民
館
建
設
に
伴
う
用
地
取
得
費
の
補
助
金
を
増
額
し
ま

す
。
A
V
学
校
教
育
の
充
実

児
童
・
生
徒
の
個
性
や
能
力
に
応
じ
た
学
習
指
導
の
推
進
を
図

り
、
道
徳
教
育
や
生
徒
指
導
の
充
実
と
体
験
学
習
を
通
し
て
、
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る
教
育

を
進
め
ま
す
。

A
V
青
少
年
の
健
全
育
成

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
を
発
揮
し
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。
登
校

拒
否
児
童
・
生
徒
を
援
助
す
る
た
め
、
相
談
員
の
増
員
を
行
い
、

適
応
指
導
教
室
を
聞
き
ま
す
。

活
力
を
呼
ぶ
地
域
産
業
づ
く
り

-
農
林
水
産
業
の
振
興

新
食
糧
法
に
よ
る
新
生
産
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
生
産
合
理
化

の
た
め
共
同
営
農
組
織
強
化
を
進
め
、
流
通
体
制
や
加
工
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

農
業
が
魅
力
あ
る
職
業
と
し
て
安
定
的
な
経
営
が
で
き
る
よ
う

認
定
農
業
者
制
度
の
推
進
や
支
援
を
行
い
、
後
継
者
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

-
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

市
民
が
明
る
く
、
健
康
で
、
心
豊
か
な
活
力
あ
る
生
活
を
形
成

し
て
い
く
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
村
(
仮
称
)
」
の
建
設
は
、
実
現
に
向
け
て
、

積
極
的
に
県
へ
要
望
し
ま
す
。

-
歴
史
・
文
化
の
継
承
と
創
造

芸
術
文
化
に
親
し
む
機
会
や
情
報
の
提
供
を
行
い
、
文
化
財
の

保
護
顕
彰
、
文
化
団
体
の
育
成
な
ど
を
図
り
ま
す
。

-
国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
の
推
進

国
際
化
が
進
む
中
、
国
際
感
覚
を
高
め
、
世
界
の
人
々
と
の
交

流
を
進
め
る
こ
と
は
諸
外
国
と
の
相
互
信
頼
関
係
を
深
め
る
う
え

で
重
要
な
こ
と
で
す
。

新
年
度
は
、
天
正
遺
欧
使
節
団
の
派
遣
な
ど
歴
史
的
に
関
係
が

深
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
シ
ン
ト
ラ
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
へ
向
け

て
、
公
式
訪
問
団
の
派
遣
な
ど
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

畜
産
業
は
、
付
加
価
値
の
高
い
畜
産
物
の
生
産
を
図
り
、
環
境

保
全
経
営
を
も
と
に
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
に
努
め
ま
す
。

-
林
業
の
振
興

就
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

雇
用
促
進
や
林
業
担
い

手
の
育
成
と
確
保
に
努
め
ま
す
。

保
養
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
生
活
環
境
保
全
林
を
整

備
し
、
水
源
確
保
と
自
然
保
護
の
観
点
か
ら
、
保
安
林
、
永
久
の

4 

清
掃
セ
ン
タ
ー
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私
は
市
民
皆
様
の
声
を
よ
く
聞
き
、
常
に
市
民
の
幸
せ
を
願
っ
て

る
豊
か
な
大
村
の
ま
ち
n

つ
く
り
」
に
全
力
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
生
活
基
盤
の
充
実
に
努
め
、
成
長
力
を
高
い
水
準
で
維
持
し
、

に
豊
か
な
ま
ち
に
発
展
す
る
よ
う
市
政
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
政
懇
談
会

森
の
指
定
や
広
葉
樹
の
植
栽
に
努
め
ま
す
0

.
農
・
林
道
の
整
備

ふ
る
さ
と
農
道
・
ふ
る
さ
と
林
道
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。
-
水
産
業
の
振
興

水
産
物
の
資
源
量
を
正
確
に
把
握
し
、
エ
ビ
・
ナ
マ
コ
・
サ
ザ

エ
な
ど
定
着
性
の
高
い
稚
魚
・
稚
員
の
中
間
育
成
と
放
流
を
進
め

る
な
ど
、
資
源
管
理
型
漁
業
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

漁
場
の
回
復
や
松
原

・
東
浦
漁
港
の
整
備
も
早
期
完
成
を
目
指
し

ま
す
。

-
商
工
業
の
振
興

商
工
業
は
、
商
屈
街
の
近
代
化
・
活
性
化
に
努
め
、
商
工
業
者

へ
の
支
援
策
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
を
図
り
、
産
業
の
育
成
に
努
め
、
新
し
い
特
産

品
の
開
発
や
販
路
の
拡
大
な
ど
、
物
産
振
興
協
会
・
商
工
会
議

市
民
と
共
に
つ
く
る
ま
ち
。
つ
く
り

-
市
民
参
加
の
推
進

各
種
審
議
会
な
ど
へ
の
市
民
参
画
の
拡
充
や
定
期
的
な
市
政
懇

話
会
の
開
催
、
市
民
意
向
調
査
な
ど
を
行
い
、
政
策
形
成
過
程
へ

の
市
民
の
参
加
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
事
業

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
は
、
景
気
の
回
復
が
極
め
て
ゆ
る

や
か
に
移
っ
て
い
る
状
況
の
中
、
売
上
げ
も
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
す
。

所

・
農
協
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
物
産
の
振
興

に
努
め
ま
す
。

-
労
働
対
策
の
充
実

す
べ
て
の
勤
労
者
が
健
康
で
快
適
に
就
労
で
き
る
環
境
w

つ
く
り

に
努
め
、
勤
労
者
福
祉
の
充
実
や
能
力
開
発
の
促
進
を
図
り
ま
す
0

・
企
業
誘
致
の
推
進

「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
の
建
設
は
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

平
成
日
年
春
に
は
み
ご
と
な
産
業
業
務
団
地
が
誕
生
し
ま
す
。

現
在
、
岩
谷
産
業
・
九
州
電
工
な
ど
の
立
地
が
決
ま
っ
て
お
り
、

今
後
も
優
良
な
企
業
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

A
V
観
光
の
振
興

本
市
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど
の
特
性
を
活
か
し
、
魅
力
あ

る
観
光
地
柄
つ
く
り
の
た
め
施
設
な
ど
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

新
年
度
は
、
日
岳
山
・
野
岳
湖
周
辺
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

-6-

av効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

「
大
村
市
新
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
全
般
に
わ

た
る
総
点
検
を
行
い
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

新
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
窓
口
を
設
け
、
各
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

新
規
フ
ァ
ン
の
拡
大
は
も
と
よ
り
、
発
売
の
広
域
化
を
目
指
し
、

フ
ァ
ン
・
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
発
売
を
進
め
ま
す
。

「
魅
力
あ
ふ
れ

え
と
り



「富の原坂口線」

=富の原~大川田間 4月開通=
都市計画道路

都市計画道路「富の原坂口線」の富の原2丁目~大川田

町区間269mが、 4月に開通します。

同線は、竹松地区の富の原から萱瀬地区の荒瀬までを結

ぶ総延長3，090m.幅員16mの道路で、現在、富の原 2丁目

の732mが開通しており、今回の区間完成により国道34号

につながることになります。

これにより、慢性的な国道34号の交通混雑の解消、富の

原工業地区の発展、およびフォーリンアクセスゾーン地区

(輸入促進地域)の流通業務集積に、さらには著しく住宅

化の進んでいる沿線の安全で潤いのあるまちづくりに一層

寄与するものと期待されます。

富
の
原
方
面
に
広
が
る
富
の
原
坂
口
線

. 今回開通区間

L=269m 

工事が進む国道34号につながる交差点付近

口竹松郵便局

至大村

周
到Fl
 

区
町
通
出

回
刊
-
/

印
ニ
EH円

l」

富の原3号線

古賀島町沖回線

至松原線

都市計画道路杭出津松原線

口経済連果汁工場

長
崎
大
学
を
県
央
ヘ

大村束彼広域農道の

建設促進に向けて

4鑑盈諸施冒頭掴LV!'

横山学長ヘ要望する甲斐田市長ら
(2/25・長崎大学)

キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
統
合
を
検
討
し
て
い
る

長
崎
大
学
(
横
山
学
長
)

に
大
村
・
諌
早
両
市

が
合
同
で
県
央
地
区
へ
の
移
転
を
陳
情
。
高
田

知
事
に
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

両
市
の
誘
致
計
画
地
は
溝
陸
・
今
村
地
区
と

わ

り

ご

い

諌
早
市
真
崎
・
破
篭
井
地
区
の
約

2
1
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
。

大
学
が
未
来
に
向
け
て
魅
力
あ
る

総
合
大
学
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
は、

「自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
上
水
道
も
完
備
で
き
る
な
ど

良
好
な
生
活
環
境
、
広
大
な
敷
地
、
交
通
ア
ク

セ
ス
に
優
れ
て
い
る
県
央
へ

」
と
訴
え
ま
し
た
。

大村東彼広域農道建設促進期成会の設立総会が2

月26日、川棚町で開催され、会長に甲斐田市長が就

任しました。この期成会は大村 (松原地区)から東

彼杵、川棚、波佐見、佐世保へとつながる広域農道

を建設していくための推進母体となるもので、関係

市町の議会をはじめ、各種団体の代表者で構成され

ています。

事業は県営で進められていきますが、地域農業の

活性化、地域文化の高揚を図るため、期成会は建設

の早期実現を目指します。

設
立
総
会
(
川
棚
町
・

2

/
お
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地方自治法第199条第4]買の規定に基づき、平成

8年度の定期監査を実施しましたので、その結果を
同条第91頁の規定により公表します。
平成9年4月1日

大村市監査委員

大村市監査委員

沖田禎男

永石賢二

表公
平成9年4月1日

査監

土
木
諜

市民のみなさんに代わって、市の財務などに関する事務が、正しく行われているか検査や審査をする制度です。

市の予算なと、の財務事務については、まず、市議会で十分審議して決定し、それを市長や教育委員会などが執行

します。その際、 事業に使われる市民皆さんの税金などの公金が、法律や規則に違反しないように正しく使われ

ているかをチェックする制度です。このチェックを行うのが監査委員です。

監
査
と
は

1月16日-31日

2.監査の期間
工事監査 1月13日、 14日

財務事務監査

下水道業務課、水資源対策室

企画財政部 2月3日-14日

旅費に関しては全課 1-2月

1 .監査の対象
工事監査 水資源対策室、土木課、農林水産課

財務事務監査 下水道業務課、水資源対策室、企画財政部、

旅費に関しては全課

②
施
工
管
理
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て

監
督
者
の
行
う
指
示
・
確
認
等
の
記

録
が
少
な
く
、
業
者
か
ら
の
電
話
に
よ

る
報
告
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
き

ら
い
が
あ
る
。
請
負
者
任
せ
に
せ
ず
発

注
者
と
し
て
の
監
理
の
実
施
な
ら
び
に

そ
の
記
録
が
望
ま
れ
る
。

工
事
途
上
で
主
桁
の
架
設
時
に
桁
が

破
損
す
る
事
故
が
あ
っ
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
工
期
に
影
響
な
く
処
理
で
き
た

こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
今
後
、
建
設

工
事
保
険
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
検
討

し
、
建
設
工
事
の
危
機
管
理
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
教
訓
と
し
て
ほ
し
い
。

1.

工
事
概
要

工
事
場
所

市
町
村
道
事
業
杭
出
津
松

原
線
(
郡
大
橋
)
橋
梁
整
備
工
事

工
事
場
所

寿
古
町

請
負
金
額

3
0
3
、
8
5
0
千
円

請
負
業
者

側
安
部
工
業
所
福
岡
支
庖

工
事
期
間

平
成
8
年
7
月
お
日
j

平
成
9
年
目
月
日
目

指
名
競
争
入
札
(
日
業
者
)

入
札
方
法

③
現
場
施
工
状
況
に
つ
い
て

現
地
で
見
聞
す
る
限
り
に
お
い
て
は

鋭
意
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
全
施
設
の

管
理
状
態
も
良
好
で
あ
っ
た
。

農
林
水
産
課

1.

工
事
概
要

東
浦
漁
港
局
部
改
良
工
事

工
事
場
所

久
原
1
丁
目

請
負
金
額

8

4
、
4
6
0
千
円

請
負
業
者

五
洋
建
設
側
長
崎
営
業
所

工
事
期
間

平
成
8
年
8
月
初
日
i

平
成
9
年
1
月
初
日

指
名
競
争
入
札
(
日
業
者
)

2.

所
見

①
設
計
図
書
及
び
契
約
に
関
す
る

書
類
に
つ
い
て

当
該
工
事
は
平
成

5
年
か
ら
計
画
が

あ
り
、
平
成
7
年
度
橋
梁
下
部
工
の
建

設
、
平
成
8
1
9
年
度
で
上
部
工
の
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
構
造
形
式
は

建
築
構
造
に
比
べ
て
単
純
明
解
で
は
あ

る
が
、
長
期
工
事
で
あ
る
た
め
そ
の
聞

に
担
当
者
の
交
替
も
あ
り
、
工
事
の
経

過
記
録
が
重
要
な
の
で
、
詳
細
な
記
録

を
残
す
べ
き
で
あ
る
。
契
約
関
係
書
類

に
つ
い
て
は
良
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

入
札
方
法

ぇ

所

見

①
設
計
図
書
及
び
契
約
に
関
す
る

書
類
に
つ
い
て

特
に
、
指
摘
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

設
計
図
書
の
作
成
が
外
部
委
託
で
な
さ

れ
て
お
り
、
受
理
し
た
完
成
品
に
は
市

4.監査の結果
全般的に、おおむね適正に処理されていると認められ

たが、一部において不適正な処理や改善を要する点が見

受けられたので、その状況を記載する。なお、事務処理

の細部について個々不適正であった点については、講評

の際、口頭で指示しておいたので今後の事務処理上留意

されたい。旅費については、宿泊を伴う出張に関しては

復命書などが付され、適正に処理されている。

3.監査の方法
水資源対策室 ・土木課 ・農林水産課においては、平成

8年度の工事業務について抽出した工事の技術調査を、

船大阪技術振興協会に委託して監査を実施しました。

下水道業務課・水資源対策室・企画財政部において

は、平成8年度(平成8年11月末現在)における財務に

関する事務の執行状況について、あらかじめ提出を求め

た資料および関係諸帳簿等を審査し、必要に応じて関係

職員から事情を聴取して監査を実施しました。また、旅

費については、試査により監査を実施しました。

の
公
印
を
押
印
し
て
お
く
べ
き
で
あ

る
。

②
施
工
管
理
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て

当
工
事
は
監
督
者
の
行
う
べ
き
指

示
、
確
認
等
の
記
録
が
少
な
く
、
業
者

任
せ
の
き
ら
い
が
あ
る
。
請
負
者
任
せ

に
せ
ず
よ
り
良
い
物
を
作
る
た
め
、
発

注
者
と
し
て
の
監
理
実
行
な
ら
び
に
そ

の
記
録
、
保
管
が
望
ま
れ
る
。
詰
負
業

者
が
提
出
し
た
工
事
の
記
録
、
写
真
等

必
要
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
が
、
十

分
条
件
を
満
た
す
た
め
工
事
途
中
で
の

監
督
者
と
し
て
の
積
極
的
な
指
示
、
確

認
の
姿
勢
が
望
ま
れ
る
。

①
現
場
施
工
状
況
に
つ
い
て

現
地
で
見
聞
す
る
限
り
に
お
い
て
は

鋭
意
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
全
施
設
の

管
理
状
態
も
良
好
で
あ
っ
た
。

水
資
源
対
策
室

1.

工
事
概
要

東
部
大
村
地
区
簡
易
水
道

水
場
建
設
工
事

工
事
場
所

中
岳
町

請
負
金
額

6

6
、
9
5
0
千
円

請
負
業
者

側
清
水
工
務
庖

工
事
期
間

平
成
8
年
7
月
四
日
j

平
成
9
年
2
月
日
目

指
名
競
争
入
札
(
日
業
者
)

久
良
原
浄

入
札
方
法

2.

所
見

①
設
計
図
書
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て

当
工
事
が
特
殊
な
専
門
知
識
を
要
す

る
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
計
者
の

国
際
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
怖
と
随
意

契
約
に
よ
る
重
点
施
工
管
理
の
委
託
契

下
水
道
業
務
課

O
占
用
科
の
徴
収
時
期
に
つ
い
て

大
村
市
道
路
占
用
徴
収
条
例
で
は
、

「占
用
の
期
間
が

1
年
以
下
で
あ
る
と

き
は
、
許
可
の
際
全
額
を
徴
収
す
る
。」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
許
可
後
遅
れ

て
徴
収
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ

た
。
許
可
の
際
徴
収
す
る
よ
う
事
務
処

理
を
進
め
ら
れ
た
い
。

。
備
品
管
理
台
帳
の
整
備
に
つ
い
て

備
品
の
払
出
し
の
記
載
漏
れ
が
見
ら

れ
た
。
払
出
し
後
速
や
か
に
記
載
さ
れ

た

L
。

水
資
源
対
策
室

。
使
用
料
の
調
定
に
つ
い
て

平
成
6
年
度
以
前
の
未
収
分
の
繰
越

調
定
は
、

4
月
1
日
付
で
処
理
さ
れ
て

い
る
が
、

7
年
度
未
収
分
の
繰
越
調
定

が
出
納
閉
鎖
以
後
処
理
さ
れ
て
い
な

い
。
7
年
度
未
収
分
に
つ
い
て
は
6
月

1
日
付
で
、
過
年
度
未
収
分
と
し
て
調

定
処
理
さ
れ
た
い
。

O
備
品
の
台
帳
整
備
に
つ
い
て

例
年
作
成
す
る
物
品
現
在
高
報
告
書

は
、
実
地
調
査
を
行
っ
て
作
成
し
て
あ

る
が
、
取
得
日
お
よ
び
価
格
等
を
記
録

す
る
備
品
台
帳
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
早
急
に
整
備
さ
れ
た
い
。

税
務
課

。
備
品
の
台
帳
整
備
に
つ
い
て

備
品
台
帳
の
中
で
購
入
金
額
が
記
載

約
を
行
っ
て
い
る
が
、
管
理
項
目
に
監

督
者
と
受
託
者
の
業
務
が
重
複
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
設
計
変
更
等

を
含
め
工
事
完
成
ま
で
受
託
者
に
責
任

を
持
た
せ
る
委
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

-8 

②
施
工
管
理
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て

監
督
者
は
工
事
監
理
を
行
う
の
に
対

し
、
請
負
者
は
工
事
管
理
を
行
う
。
本

工
事
は
特
殊
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

両
者
の
聞
に

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
介
添

え
し
て
い
る
形
態
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
工
事
進
捗
中
の
多
く
の
変

更
事
項
は
、
工
事
着
手
前
の
三
者
で
の

協
議
を
十
分
行

っ
て
い
れ
ば
避
け
ら
れ

る
問
題
で
あ
る
。
工
事
記
録
、
品
質
記

録
に
つ
い
て
は
良
く
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。

①
現
場
施
工
状
況
に
つ
い
て

現
地
で
見
聞
す
る
限
り
に
お
い
て
は

鋭
意
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
全
施
設
の

管
理
状
態
も
良
好
で
あ

っ
た
。
次
期
工

事
で
の
外
溝
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
埋

め
戻
し
士
の
締
め
固
め
お
よ
び
雨
水
排

水
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
工

事
の
実
測
結
果
を
次
期
工
事
の
た
め
に

確
実
に
記
録
に
残
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

さ
れ
て
な
い
箇
所
が
見
ら
れ
た
の
で
、

備
品
受
入
後
速
や
か
に
処
理
さ
れ
た

管
財
課

。
土
地
開
発
基
金
の
運
用
状
況
報
告
に

つ
い
て
土
地
開
発
基
金
運
用
要
綱
第
6
条
で

は
、
基
金
の
運
用
状
況
報
告
書
を
年
度

終
了
後
初
日
以
内
に
市
長
に
提
出
す
る

旨
定
め
て
あ
る
が
、
平
成
8
年
度
は
5

月
日
日
に
監
査
委
員
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。
要
項
ど
お
り
の
事
務
処
理
を
行
わ

れ
た
い
。

企
画
調
整
課

O
地
形
図
代
金
の
収
入
調
定
に
つ
い
て

地
形
図
代
金
の
収
入
は
、
随
時
の
収

入
と
し
て
事
後
調
定
し
て
い
る
が
、
そ

の
事
後
の
期
間
が
財
務
規
則
第
訂
条
に

あ
る

「
1
か
月
分
を

一
括
し
て
調
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
限
度
を
越

え
て
い
る
。
規
則
の
範
囲
内
で
調
定
処

理
さ
れ
た
い
。

財
政
課

。
用
品
調
達
基
金
の
運
用
状
況
報
告
に

つ
い
て
用
品
調
達
規
則
第
日
条
で
は
、
基
金

の
運
用
状
況
報
告
書
を
年
度
終
了
後
初

日
以
内
に
市
長
に
提
出
す
る
旨
定
め
て

あ
る
が
、
平
成
8
年
度
は
5
月
げ
日
に

監
査
委
員
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
規
則

ど
お
り
の
事
務
処
理
を
行
わ
れ
た
い
。

問
い
合
わ
せ

監
査
委
員
事
務
局

-9 
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~ 3 月 2 日「なかちく公民館まつり」が
行われました。この包は謡曲-健康体
操-コーラスなどの舞台発表が行われ
ました。また 8日 .9日は、水彩画・
書 ・写真などの展示も開かれました。

.JJ 

d者夕、:草稜包
会犠 ・少浮 のづきち

苓う奇:ヲ淳議会ず威Z奇究3
会議 -少3干の念-l~.j長会

っ手

Uも
ゆ

'-
...2月118 、第20回おおむら駅伝競
走大会が、海上自衛隊内道路で行わ
れました。このB参加したのは、中
学生から一般まで114チーム、仲間
の声壊を受け、健脚を競いました。

...3月9臼大村中学校をスター トに市
民オリ工ンテーリングが開かれまし
たO 地図と磁石を片手にお父さんも
大ハッスル !一家だんらんで楽しみ
ました。

企 2月23日、おおむら軽スポーツ大
会が、市民体育館などて、行われまし
た。この大会は、スポーツを通じ健
康づくりと地域安流を目的として開
催。会場は、熱気と歓声に包まれさ
わやかな汗を流していました。

...2月238市民会館で仲良し保育
園音楽祭が開かれました。子供
達の一生懸命の演奏は、さらに
かわいらしさを増して会場から
は、暖かい声援が飛びかいまし
た。

...2月22日、第15lQl青少年健全
育成研究大会子ども会議・少
年の意見発表会が市民会館で
行われました。子どもたちは、
学校でのいじめの問題など、
熱心に意見を述べていました。

hP
3
月
2
8第

mロ
防
火
少
年
剣
道

大
会
が
、
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
約

3
7
0人

が
参
加
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た‘3月
2
B竹
松
小
学
校
区
親
子
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
同
校
グ

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
ロ
チ
ー
ム
約
叩
人
が
参
加
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
地
域
の
受
流

を
図
り
ま
し
た
。

a・

¥ 

-10-

...2月9日大村中学校 15日西大村中
学校で立志式が開かれました O 両校
の生徒たちは、患いを新たに大人へ
の一歩を歩み始めました。
また、大村中学校では、ウオークラ
リーも行われました。

会
一

決

久

「

片手

uv

ゐ

T
4
7

材

グ
久
仇
留穿

4
司

2
月
旬
日
「
長
崎
街
道
ま
ち
ゆっ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

川
大
村
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

で
、
長
崎
街
道
沿
い
の
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
の

商
工
会
議
所
な
ど
が
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
、

観
光
、
特
産
品
な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
情
報
を

受
換
し
て
地
域
の
活
性
を
図
り
ま
し
た
。

hP
2
月
幻
日
西
大
村
中
学
校
で
消
防
団
の
剣
道
大

会
が
あ
り
ま
し
た
。
剣
豪
ぞ
ろ
い
の
大
会
で
、

会
場
は
わ
き
返
り
、
赤
銅
鈴
の
助
も
真
っ
青
で

し
た
。
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舎
の
私
だ
ち
は
、
家
電
製
品
な
ど
に
固
ま
れ
、
快
適
な

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
、
か
、
そ
の
一
方
で
す
ご
い
量
の
ご

み
を
生
み
だ
し
、
限
界
巴
近
い
環
境
破
壊
、
か
進
ん
で
い
る

こ
と
を
み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
大
村
市
巴
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
の
で
す
。
私

た
ち
の
町
の
実
態
に
迫
り
だ
い
と
思
い
ま
す
。

-
合
計

.
燃
え
る
ご
み

.
燃
え
な
い
ご
み

で
す
。
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

こ
と
H

で
す
。
ご
み
に
つ
ぶ
さ
れ

る
前
に
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。
リ
サ
イ

ク
ル
社
会
ヘ
!

7 年度

分
別
処
理
の
時
代

お た ②寄内生
酵発電話無料り1つにて生ご 2 ヶ
付促進弗I7くごで個貸しいれく みに 3T ンk 
さす て人るの住ん

いの出時 減での貸出? しし街 。でし 量い
おま 1 にる
民気て世協人
軽帯力
ろに当し

ー
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
ヘ
ー

5 

市
で
は

4
月

1
日
か
ら
分
別
に

よ
る
ご
み
の
収
集
を
始
め
ま
す
。

今
の
物
の
豊
富
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
物
を
大
切
に
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
型
の
社
会
へ
転
換
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
は
出
さ
な
い
工
夫
、
ご
み

と
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
工
夫
、

物
を
大
切
に
使
う
。
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
、

庁ご
み
を
減
ら
す

60 55 

ふ
え
て
い
く
ご
み
た
ち

私
た
ち
の
町
は
年
々
人
口
も
増

え
活
気
の
あ
る
町
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
生
活
も
豊
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
ご
み
の
量
も
飛
躍
的
に
増
え
続

け
て
い
る
の
で
す
。

去
年

一
年
間
の
ご
み
の
量
は
市

民
プ

l
ル
(
印
メ
ー
ト
ル
プ

l
ル
)

1
0
0
杯
分
も
あ
っ
て
今
や
自
己

処
理
で
き
な
い
段
階
に
来
て
い
ま

す
。ご
み
処
理
に
か
か
る
経
費
は
、

年
間
6
7
7
、
0
0
0
千
円
、

一

人
当
り
に
換
算
す
る
と
約

8
、
5

0
0
円
の
税
金
を

一
年
間
に
必
要

と
す
る
の
で
す
。

今
ま
で
の
施
設
で
は
、
老
朽
化

が
進
み
ご
み
の
量
も
余
り
に
も
増

え
た
の
で
、
新
し
い
施
設
が
必
要

現
場
サ
イ
ド
か
ら

小
林
健
一
さ
ん

最
近
、
私
た
ち
の
間
で
、
よ
く

話
題
に
な
る
の
が
、
ご
み
の
出
し

方
が
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

以
前
は
、
中
味
が
見
え
な
い
袋

で
あ
っ
た
た
め
、
缶
や
び
ん
な
ど

の
燃
や
せ
な
い
も
の
の
分
別
に
私

た
ち
も
う
ま
く
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

4
月
か
ら
新
施
設
の
本
格
的
な

操
業
に
伴
い
資
源
回
収
シ
ス
テ
ム

事業所のごみは
どうなるの?

私は趣味で釣をしています

が、空港周辺もごみが散らか

っていて見苦しいと思います。

リサイクル運動が徹底してい

けば、ごみに対するモラルも

行き届いていくと思います。

家から出るごみは、減ってい

くと思いますが、事業所関係

のごみは増え続けていると聞

きます。市ではどのように考

えているのですか。

お答えします
事業所関係のごみは、自ら

処理を基本として、再製品へ

の積極的な使用及び製品の回

収を推進していくよう指導し、

市の施設lこ持ち込む際は、資
源化物を分別して搬出するこ

とはもちろんのこと、ごみの

減量化ヘ協力をさら|こ要請し

ていきます。

ビンのふだはとって!
私は、粗大ごみ処理施設の

中の「資源子選別コンベア」

の所で働いています。

出されたごみを資源別に分

けています。アルミかん・ス

チールかん、ビン類は透明・

色付きと選別しないと資源と

して利用できません。びん類

は、ふたがしてあるものや中

昧が入ったものがよく混ざっ

ています。これは、せっかく

出してもらってもごみにしか

なりません。皆さん今度から

ははずして出してくださいね。

神尾悟さん

原口町

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

4
月

1

日
か
ら
最
新
式
の
焼
却
施
設
で
運

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
約

U
億
円
の
巨
額
の
資
金
を
か
け
て

作
ら
れ
た
焼
却
施
設
は
、

1
日

(
日
時
間
稼
働
)
で

1
1
1
ト
ン
、

粗
大
ご
み
処
理
施
設
は

(
5時
間

稼
働
)
初
ト
ン
の
ご
み
を
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
ご
み
が
、

全
て
ご
み
と
し
て
集
め
ら
れ
処
分

さ
れ
る
と
せ
っ
か
く
大
金
を
か
け

て
り
っ
ぱ
な
施
設
を
作
っ
て
も
近

い
将
来
施
設
は
パ
ン
ク
し
て
し
ま

う
の
で
す
。
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ご
み
た
ち
の

処
分
場
の
問
題

深
刻
な
問
題
は
ほ
か
に
も
あ
り

ま
す
。
現
在
、
鈴
田
の
釜
川
内
地

区
に
最
終
的
な
処
分
場
と
し
て
焼

却
灰
と
燃
え
な
い
ご
み
を
持

っ
て

行
き
、
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
こ
も
限
界
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
埋

立
地
を
ま
た
作
れ
ば
い
い
と
い
う

簡
単
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
町
の
現
状
を
考
え
て

い
く
と
き
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
で

き
る
だ
け
長
く
使
う
こ
と
が
大
切

t 

も
始
ま
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
と

し
て
は
、
分
別
収
集
や
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
住
民
参
加
あ
つ

て
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
分
別
収
集
な

の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

な
し
で
は
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

時
代
は
、

「
廃
棄
物
」
か
ら
「
資

源
」
へ
と
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
分

か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

私
も
市
民
の
一
人
で
す
。
が
ん

ば
っ
て
み
ん
な
で
町
を
住
み
よ
い

き
れ
い
な
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

ぷノ
。

清掃課諜長

安部安雄さん

林ヒデコさん

沖田町

13 
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今、各市町村で一番困っていることは、

各家庭から出しているごみの処理ではない

かと思います。昨年の12月1日から透明袋に
入れて出すようになったにもかかわらず、

色のついた袋に平気で入れて出している人

が見受けられます。特に色袋で出している

人の中には、あきビンゃあきかん・不燃物

などを分別せずに交ぜている人がいるよう

です。

私の町内では、ごみ整理当番を決めて各

家庭から出されたごみをもう一度当番の人

によって確実に分別しています。4月から

は、新しい処理場が開設されますが、この

処理場がいつまでも正常に運転できるよう

に、私たち一人ひとりが、ごみを少しでも

少なくするように心がけ、現場の職員の方

にいやな思いをさせないようにしたいと思

pます。

お答えします。
市独自の袋|こすると、袋の費用のことち

あり舎のところは考えていません。しかし、

分別のごみ出しが徹底できないようなら市

独自の袋ヘ移行せざるを得ないと思います。

透明袋は、大・中・小の袋が市販されてい

ますのでj必要に応じて購入してください。

市指定のごみ袋はありますか?
私は、ひとり暮しをしている老人です。

ごみ袋については、市販されているものが

大きいので困っています。市独自で大と中

のごみ袋を作ってもらえると助かります。

匿名女性

かすまいJ
の
あ
み
・
別
ご
・
分

平松繁弘さん三城町

を
除
去
す
る
た
め
に
、
有
害
ガ
ス

除
去
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
こ
で
は
、
塩
化
水
素
と
水
酸

化
カ
ル
シ
ウ
ム
に
反
応
さ
せ
て
、

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
排
気
ガ
ス
中
か
ら
有
害

ガ
ス
が
除
去
さ
れ
ま
す
。
塩
化
カ

ル
シ
ウ
ム
は
、
固
形
物
な
の
で
、

集
じ
ん
設
備
に
よ
っ
て
ガ
ス
と
分

離
さ
れ
、
煙
突
か
ら
は
、
水
蒸
気

を
含
む
ク
リ
ー
ン
な
排
気
ガ
ス
だ

け
が
出
ま
す
。

い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
有
害
な
も

の
で
、
気
に
な
る
問
題
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
低
温
燃
焼

(
6
0
0
度
以
下
)
で
未
燃
焼
ガ

ス
が
発
生
す
る
よ
う
な
燃
焼
状
態

で
発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
高
温

(
7
0
0
度
以
上
)
で
未
燃
焼
ガ

ス
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
(
完
全

燃
焼
)
に
管
理
さ
れ
た
燃
焼
で
は
、

分
解
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

家
庭
で
ご
み
を
燃
や
し
て
、
煙
が

た
く
さ
ん
出
て
い
る
状
態
で
は
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
、
煙
が
見

え
ず
に
炎
が
き
れ
い
に
た
ち
の
ぼ

っ
て
い
る
状
態
で
は
、
分
解
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
分

か
り
ゃ
す
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
内
は
、
安
全
で
快
適
な
見

学
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

お
り

3
階
と

5
階
に
施
設
内
が
見

渡
せ
る
通
路
を
設
け
、
さ
ら
に
建

物
中
央
の
煙
突
上
部
に
市
内
が

一

望
で
き
る
展
望
室
が
あ
り
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー

ご
み
処
理
施
設
完
成

構

内】

場
内
に
は
、
入
っ
た
車
が
ど
こ

へ
行
っ
た
ら
良
い
か
、
ど
こ
に
行

っ
て
い
る
の
か
監
視
す
る
た
め
に

信
号
と
セ
ン
サ
ー
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
計
量
デ

l
タ
l
、

セ
ン
サ
ー
信
号
に
よ
っ
て
場
内
の

各
出
入
り
口
扉
や
信
号
、
案
内
等

全
て
カ

l
ド
で
管
理
さ
れ
ま
す
。

待
望
の
新
施
設
が
完
成
し

4
月

1
日
か
ら
フ
ル
稼
働
に
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昭
和
必
年
に
建
設

さ
れ
た
施
設
が
老
朽
化
し
、
焼
却

能
力
が
限
界
を
越
え
た
た
め
作
ら

れ
た
も
の
で
、
環
境
に
や
さ
し
い

最
新
式
の
処
理
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
新
施
設
は
、
焼
却
炉
を

3
炉
持

ち
今
ま
で

1
日
閃
ト
ン
の
処
理
が

2
倍
強
の

1
1
1
ト
ン
の
ご
み
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【
有
害
、
ガ
ス
除
去
装
置
】

ご
み
の
中
に
は
、
塩
素
を
含
む

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
な
ど
が
混
入
し

て
い
る
た
め
こ
れ
を
燃
や
す
と
塩

化
水
素
と
い
う
有
害
な
ガ
ス
が
発

生
し
ま
す
。
発
生
し
た
塩
化
水
素

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
】

ご
み
を
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

ι 

ご
み
を
燃
や
す
と
、
水
分
を
多

く
含
ん
だ
ご
み
は
す
ぐ
に
炎
を
立

て
て
燃
え
ず
、
煙
が
発
生
し
、
ダ

の
中
で
連
続
的
に
ご
み
の
水
分
の

乾
燥
と
、
乾
燥
し
た
ご
み
の
高
温

燃
焼
を
繰
り
返
し
ま
す
の
で
、
燃

焼
の
補
助
段
階
で
発
生
し
た
未
燃

焼
ガ
ス
(
煙
)
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

を
再
び
高
温
の
燃
焼
ガ
ス
と
空
気

と
で
混
ぜ
て
や
る
こ
と
で
未
燃
焼

ガ
ス
を

8
0
0度
か
ら

9
5
0
度

で
再
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
が
排
気
ガ
ス
を
無
害
に
分
解

す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。特

に
、
ご
み
を
安
定
し
て
燃
や

す
た
め
の
制
御
シ
ス
テ
ム
に
は
、

フ
ァ
ジ
ィ
制
御
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
未
燃
焼
ガ
ス
や
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
を
分
解
す
る
た
め
の
二
次
燃
焼

シ
ス
テ
ム
設
計
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に

よ
る
最
適
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
燃
焼
の
全
て
の
管
理
、

監
視
は
中
央
操
作
室
に
て
、
集
中

制
御
方
式
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
ご
み
焼
却
炉
で
は
、

高
温
の
耐
火
壁
に
お
お
わ
れ
た
炉

ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
将
来
場
外
の
熱
利

用
先
が
あ
る
と
そ
こ
に
熱
源
供
給

で
き
る
、
熱
回
収
能
力
を
持
っ
た

余
熱
利
用
設
備
を
導
入
し
て
い
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
対
応
で
き
る

体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お問い合わせは清掃課(合⑭31 0 0) 

新施設の計画人口 84，645人
3月1日現在の人口 81，045人
ここ 2・3年の人口は年間1.000人強で伸びています。このまま推移していくと約3年後に

は単純に見ても施設はパンクしてしまいます。今私たちは、何をすべきでしょうか。

長崎リサイクルセンタ一 色⑮6865(古紙-古繊維 -アルミ-ビールビン 1升ビン)、

安本商会合⑫3552(古紙古繊維-アルミ)、 松永商会 8⑫3252(古紙-古繊維 -ア

ルミ)、吉田商会 合⑬0887(古紙-古繊維-アルミ -ビ-)レビン.1升ビン)、横田ハル

岱⑫2480(古紙-古繊維-アルミ -ビ jレビン)、 池田商庖 E⑮0184 (古紙-古繊維-

アルミ-ビールビン .1升ビン)、西部古紙センタ- ft0958⑨1067 (古

紙古繊維-アルミ-ビールビン.1升ビン)

5円/kgを市が交付する制度です。前も

r ご、

吹 者村 0 燃0 の 燃。
問おご現在ヘご ・ 月4 -，ご Eレ 日 「ご月4 

い 達を 、 喜だく 竹松 U 」長集 尿 割会ど や 長集 29 や
合言 (1) くせ 品 せ
せおセ 福重・ み お な か る
かンさ・ 29 様休同 収集り はら
清掃課けタい瀬辺萱J 口 取 い 休 5 '-
し 伽 り ザ み月 み

ま内吾藤書 にみ し 』 ま 5
(すが に につま ま み す日
合 は ついて 烹 伽ま

1 ろだ ⑤8 は、 の
O し工集収 一 間

立 L苦 2 部の
願 1 しの 曜

い 場所のヲhi )3 すま 地区 H 
し の ・

主九治 で茜大 祝
あ業 日、

グ

資源回収報奨金制度

これは、 資源回収業者による買い上げ量につき、

って市の方へ登録が必要です。

【
余
熱
利
用
】

ご
み
を
燃
や
し
て
発
生
す
る
熱

量
は
、
膨
大
な
熱
源
で
す
の
で
、

こ
れ
を
場
内
の
冷
暖
房
、
給
湯
な
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大
村
公
園
な
ど
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こ
れ
か
ら
野
も
山
も
す
べ
て
春
景
色
と
な
リ
、
花
の
ま
ち
大
村
も
桜

つ
つ
じ
・
あ
じ
さ
い
・
花
菖
蒲
な
ど
が
咲
く
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
必
ず
次
の
事
を
守
っ
て
く
だ
さ
い。

ー
公
圏
内
で
飲
食
し
た
後
の
片
づ
け
、
ご
み
な
ど
は
必
ず
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

が
原
則
と
し
て
公
圏
内
で
の
火
気
の
使
用
を
禁
止
し
ま
す
。

タ
公
圏
内
の
花
木
な
ど
を
折
っ
た
り
持
ち
帰
っ
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

桜
花
見
の
際
、
場
所
取
り
な
ど
原
則
と
し
て
禁
止
し
ま
す
。

※
な
お
、
会
社
・
ク
ラ
ブ
な
ど
団
体
で
利
用
さ
れ
る
人
は
、

許
可
申
請
書

を
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係
へ

届
け
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
公
園
で
す
。
い
つ
も
き
れ
い
で
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
利

用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

玖
島
崎
キ
ャ
ン
プ
場
は

3
月
か
ら

7
月
ま
で
工
事
中
の
た
め
利
用
で
き

ま
ぜ
ん
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

参加は市内外問わず、どな

たでも結構です。大村神社

(大村公園内)にある大き

な石を吹いて晋の大きさ

を競います。

そもそも 、その音色が

ほら貝を吹いた時のものと

そっくりであったため、 『貝吹

き石』 と呼ばれているこの石、

今でもうまく吹けば 『ほら貝』

そっくりの音がでます。

上位の人には豪華な景品も用意しています。

参加無料!ぜひご参加ください。

lまら石!石吹き合戦ほえろ、

昨年の石吹き合戦

日時 4月5日(士j、午後2時-4時
場 所 大村ー公園内大村神社境内

問い合わせ観光課

春
の
催
し

悶
楠
本
正
隆
屋
敷
へ旧楠

本
正
隆
屋
敷
で
は
、
暖

か
い
春
の
休
日
に
み
な
さ
ま
を

お
迎
え
し
、
座
敷
に
お
い
て
抹

茶
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。
花
見
の

足
で
静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
武

家
屋
敷
に
お
寄
り
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

日
時
場
所

4
月
ロ
日
出
・
日
日
間

旧
楠
本
正
隆
屋
敷

(合
⑫
9
8
8
5
)

※
抹
茶
は
有
料
で
す
。

問

い

合

わ

せ

文

化

課
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吉田剛士氏
マリオネット
(マンドリン奏者)

15歳でマンドリンを始め、
'84年に西独に渡る。のち帰国
し、「マリオネ、ソ卜」としての
活動のほか、クラシック マ
ンドリン奏者としても活躍中。

湯浅隆氏
マリオネット

(ポルトガルギヲー奏者)

ポルトガルギターと出会い、
'87年春にポルトガjレに渡る。
のち帰国し、 日本人唯一の本
格的ポルトガルギター奏者と
して活躍中。

大村パールハイムまつり
日時 4月29日(火 ・祝)

午前10時~午後4時
場所 大村パールハイム

催し 電動車いす試乗会

真珠クイズ

七宝焼体験

真珠珠付けなどの実演

バザー

問い合わせ 大村パールハイム

(n③6 7 0 9) 

創立20周年記念
春の陶器まつり

日時 5月 1 日(木)~5月 5 日(月・祝)

午前9時~午後 5時
場所・問い合わせ 三彩の里

(包⑤ 88 3 3) 

常国富士男氏

20年続いたTVアニメー

ション 『まんが日本昔ぱ
なしjのほか、映画、TV、
ラジオなどでも活躍中。

本年8月に計画しているポルトガル国シン
卜ラ市との姉妹都市提携を記念してポルトガ

ル-フェアを開催しますO 市民の皆さん多数

の参加をお待ちしています。

日時 5月11日(日)
午後2時30分-5時30分

会場 市民会館

駐車場 市民会館表駐車場

旧大村警察署跡地

入場申込等

入場は無料ですが整理券が必要です。

整理券は4月25日働までに往復はがきで企画

調整課まで申し込んでください。

ただし、定員になり次第締め切ります。

(1枚の往復はがきで入場整理券1枚を発行)

ダ ポルトガル国との
国際交流記念絵画

規格 水彩画など、サイズ…4つ切リ大、紙
貫一画用紙など タイトル自由

※ただし、国際安流 (できればポルトガル国

との国際交流)に関するもので、未発表の

作品に限ります。

応募資格平成9年度に市内の中学校 -高
等学校に在学する人 応募方法 作品の裏

面に学校名 -学年組-氏名を書いて、学校

を通じて応募してください。なお、応募作品

の著作権は市に帰属し、 返却できません。

応募締切 4月15日(火)

申し込み・問い合わせ 企画調整課

春

トし のi i観
み号 市光
のス内 日

コース で立? J: 、

裏見の滝自然研 一朝夕ム 琴平岳展望所 お気軽参加に催をすしまt fJ 品 ~墨IIJ 三彩の里一 岳ノ木場公富 田円融寺庭園

旧楠本正隆屋敷一大村公園川ジ__  ---'1 e e t り
日時 4月27問 、28日(月) 」 /〈
午前10時出発午後4時到着予定 し O 再

対象市内在住の人、各日定員25人になり次第 て自発 ス

締め切ります。 長さ
集合場所市役所玄関前に 9時30分までにお集 花の J胃~ \~ 

まりください。 いの j ア
費用 600円(保険代)当Hお願いします。 o語と
申し込み・問い合わせ 観光課 | 
※運動靴など動きやすい服装で、ご参加くださ 展

い、弁当などもご持参ください。
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みんなの
健康

「
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の

A
，
B
，
C
」

大
村
市
医
師
会

吉
田
俊
二
郎

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
の
原
因
と
な
る
ウ

ィ
ル
ス
は
現
在
、

A
，

B
，

C
，

D
，

E
型
の

5
種
類
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の

う
ち
A
型

と
E
型
は

経
口
感
染

(
ウ
ィ
ル

ス
に
汚
染

「御
婦
人
の
尿
失
禁
」

(
尿
も
れ
)

大
村
市
医
師
会
た
か
のり

黒
木
隆
亨

尿
失
禁
と
は
、
時
と
場
所
を
選
ば
ず
、

自
分
の
意
思
に
反
し
て
、
尿
が
も
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
中
年
過
ぎ
の
婦
人

で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
の
で
、

こ
の
こ
と

に
つ
い
て

述
べ
て
み

た
い
と
思

い
ま
す
。

/ 

さ
れ
た
食
物
や
飲
料
水
を
介
し
て
感

染
)
で
あ
り
、
一
過
性
の
急
性
肝
炎
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
れ
に
劇
症

肝
炎
に
な
り
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
大
部
分
は
治
っ
て
し
ま

っ
て
慢

性
肝
炎
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
日
本
に
は
A
型
の
み
で
、

E
型

肝
炎
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

は
実
用
化
に
向
け
て
開
発
中
で
す
。

次
に

B
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
で
す
が
、

こ
れ
は
急
性
肝
炎
も
慢
性
肝
炎
も
ひ
き

お
こ
し
ま
す
。
感
染
は
血
液
や
体
液
を

介
し
て
成
立
し
ま
す
が
、
成
人
が
感
染

し
て
も
急
性
肝
炎
で
終
わ
り
慢
性
肝
炎

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
B
型
慢
性
肝
炎
は

乳
幼
児
期
に
ウ
ィ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る

母
親
か
ら
感
染
を
う
け
、
そ
の
う
ち
の

そ
の
前
に
、
正
常
な
場
合
は
ど
の
よ

う
に
し
て
排
尿
が
お
こ
る
の
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
単

に
説
明
し
ま
す
と
、
腎
臓
で
で
き
た
尿

が
尿
管
と
呼
ば
れ
る
管
を
通
っ
て
腸
脱

に
降
り
て
来
て
、
腸
脱
に
尿
が
溜
り
だ

す
と
、
腸
脱
内
の
圧
力
(
跨
脱
内
圧
)

が
徐
々
に
高
く
な
り
ま
す
、
或
る
程
度

の
内
圧
に
な
る
ま
で
、
尿
が
も
れ
な
い

よ
う
に
骨
盤
の
底
に
あ
る
筋
肉
(
骨
盤

底
筋
群
)
が
跨
脱
の
出
口
を
締
め
つ
け

て
お
り
ま
す
。
内
圧
が
或
る
高
さ
に
達

し
ま
す
と
尿
意
を
も
よ
お
し
、
そ
こ
で

排
尿
し
よ
う
と
す
る
と
、
腸
脱
が
縮
ん

で
内
圧
が
更
に
高
く
な
り
、
腸
脱
の
出

口
を
押
し
開
い
て
一
気
に
尿
が
勢
い
よ

一
部
の
人
に
お
こ
っ
て
く
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
国
の
政
策
で
、
こ

の
母
子
感
染
予
防
の
た
め
に
、
ウ
ィ
ル

ス
を
多
量
に
持
っ
た
母
親
か
ら
生
ま
れ

た
子
ど
も
に
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
患
者
数

は
ず
い
分
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
将
来

は
B
型
慢
性
肝
炎
は
撲
滅
で
き
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

C
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
も
大
部
分
は
血

液
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
が
、

B
型
と

大
き
く
異
な
る
の
は
母
子
感
染
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
輸
血
や
そ
の
他
の
何
ら
か

の
経
路
で
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
感
染

し
て
肝
炎
を
お
こ
し
ま
す
。
急
性
で
終

わ
る
場
合
は
少
な
く
、
約
8
割
ぐ
ら
い

が
慢
性
肝
炎
に
な
り
ま
す
。
数
年
前
か

く
飛
び
出
す
の
で
す
。

さ
て
本
題
の
尿
失
禁
で
す
が
、
原
因

に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
中
年
過
ぎ
の
婦
人
に
最
も
多
い
の

が
「
腹
圧
性
尿
失
禁
」
と
押
ば
れ
る
も

の
で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
は
咳
ゃ
く
し

ゃ

み
を
し
た
り
、
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る

な
ど
の
動
作
で
お
な
か
に
力
が
は
い
っ

た
と
き
に
、
思
わ
ず
尿
が
も
れ
て
し
ま

う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
出
産
の
経
験
の

あ
る
人
、
肥
満
気
昧
の
人
、
お
年
寄
り

の
方
な
ど
で
骨
盤
底
筋
群
が
ゆ
る
み
、

腸
脱
に
少
し
圧
力
が
加
わ
っ
た
だ
け
で

跨
脱
の
出
口
が
聞
い
て
し
ま
う
も
の
で

す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
尿
失
禁
の
治
療
法

と
し
て
、
自
分
だ
け
で
行
え
る
簡
単
な

ら
輸
血
用
の
血
液
も
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
今
で
は
輸
血
に
よ
る
感

染
は
ま
ず
無
く
な
り
ま
し
た
。

D
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
は
単
独
で
は
存

在
で
き
ず
、

B
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
寄

生
し
て
存
在
す
る
と
理
解
さ
れ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。
日
本
で
は
こ
の
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

最
近
6
番
目
の
ウ
ィ
ル
ス
と
し
て

G

型
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
B
型、

C
型

以
外
の
慢
性
肝
炎
の
原
因
を
解
明
で
き

る
か
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
時
点

で
は
持
続
的
な
感
染
は
あ
る
け
れ
ど
も

慢
性
肝
炎
の
原
因
で
は
な
い
と
の
見
解

が
強
い
よ
う
で
す
。

方
法
が
あ
り
ま
す
。
骨
盤
底
筋
体
操
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
今
回
は
紙
面
の

関
係
で
詳
し
く
は
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
旺
門
周
囲
を
締
め
る
運
動
で
筋
肉

群
を
鍛
え
る
こ
と
に
よ
り
、
腸
脱
の
出

口
を
締
め
つ
け
る
力
を
強
く
す
る
方
法

で
す
。
根
気
強
く
継
続
し
て
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
薬

剤
を
併
用
し
た
り
し
て
、
か
な
り
有
効

で
す
し
、
尿
失
禁
の
予
防
効
果
も
あ
り

ま
す
。
尿
失
禁
の
治
療
は
、
原
因
に
よ
っ
て

治
療
法
が
異
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
御

婦
人
に
最
も
多
い
タ
イ
プ
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

ホ
リ
デ
イ
保
育

新
城
保
育
園

(岱
(⑪
4
1
5
2
)

日
曜
日
祝
日
な
ど
に
冠
婚
葬
祭

へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
就
学
前
の
児
童

(離
乳
が
完
了
前

の
児
童
を
除
き
ま
す
)
を
保
育
す
る

も
の
で
す
。

実
施
日
4
月・

:
6
日・

nu
日

-m日

mu
目

釘

日

5
月・・・
3
日

4
日・

5
B

什
日
・

氾
日
・
お
日

時

間

午

前
8
時
初
八刀
()
午
後
5
時

保
育
料

1
日

1
、
5
0
0円

時
的
保
育

わ
か
ば
保
育
園

(包
(⑪
0
8
3
4
)

保
護
者
な
ど
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
や
、
出
産
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊

急
時
の
保
育
、
ま
た
、
育
児
に
伴
う

心
理
的
、
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る

た
め
に
一
時
的
に
保
育
す
る
も
の
で

す
。な
お
、
就
労
に
よ
る
も
の
は
週
3

目
、
そ
の
ほ
か
は
月
凶
日
を
限
度
と

し
ま
す
。

実
施
日
保
育
園
開
所
日

時

間

午

前
8
時
i
午
後
5
時

保
育
料

1
日

1
、
0
0
0円

(飲
食
費
を
除
き
ま
す
)
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①乳幼児医療が6歳未満まで拡大されます

4月1日診療分から、医療機関に通院および入院したときの医療費の助成が、現在の f3

歳児まで」 から fs歳児まで」 に拡大されます。子供を安心して産み、育てることができる
環境を整備するために制度の拡充を図るものです。

現在乳幼児医療の受給の資格が有るお子さん (0--3歳児)

→4月10日ごろまでに新しい受給者証を郵便でお届けする予定です。

現在乳幼児医療の受給資格が無いお子さん (4--5歳児)

→新規申請の手続きが必要です。健康保険証と印かんをお持ちください。

→平成8年1月2日以降本市に転入された人は平成8年度の課税証明書が必要です。

②老保障害医療が、身障手帳および療育手帳の所持者全員に拡大されます

今までの老保障害医療の対象者は、老人保健法医療受給者証をお持ちの人で、身障手帳1・2級

または療育手帳A1 . A 2の所持者に限られていましたが、 4月1日の入院分から、等級の制限

が無くなります。よって、身障子帳か療育手帳を持っている老人医療受給者の人、全てが対象に

なります。

→対象となる人で、現在、老保障害医療の受給者証をお持ちでない場合は、新規申

請の手続きが必要です。老人医療の受給者証と、保険証、印かん、身障(療育)手

帳をお持ちください。また、平成8年1月2日以降本市に転入された人は、本人と

配偶者および扶養義務者の平成7年分の所得証明書と平成8年度の課税証明書が必

要になります。(所得によって資格取得の制限があります)

手続きB程

午前9時~午後5時の間、福祉課で受け付けます。混雑が予想されますが、ご協力ください。

申請対象者 手 続 き 日

乳幼児O歳児-3歳児 郵送しますので申請の必要はありません

乳幼児4歳児 .5歳児 4月1日(州-2日(水)・5日(士)ー11日(釦 5・6日は土・
日曜日ですが受

老保障害新規該当者 4月3日(木)-11日@ け付けます。

※指定日にどうしても手続きできない人は、別の日でも結構です。
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現在、福祉医療費の支給方法には、 現物給付と現金給付の2通りの方法を採用しています。現物給付の対象者は、

国民健康保険 ・政府管掌健康保険 ・船員健康保険・日雇健康保険の加入者で、現金給付の対象者はそれ以外の健康保

険(健保組合 ・共済組合等)の加入者となっています。支給の流れは次の図のようになっています。

(附制度)9月30日-診療分までj

①みんなが医療機関の窓口で健康保険の一部負担金を支払うようになります

②福祉医療の自己負担金を超える分を 1か月分「ー
まとめて請求 福

「ーーーーーーー

医
療
機
関
等

①健康保険証・受給者証を提示して受診

月l回福祉医療の自己負担金(1，020円など)を支払う

〈現物給付〉

受

十止給

課③支払い者

」ーーーーーーーー'--ー一一一一一一'--ーーーーーーー

「一一一一一一一一「

③「支給申請書」の提出

「一一一一一一

〈現金給付〉
.------， ①健康保険証・受給者証を提示して受診
毎回健康保険の一部負担金(総医療費の3剖など)を支払う 福

課

祉

④即日現金支払い

受

給

②受診した翌月以降にその医療機関に出向き、
「支給申請書」に領収証明をもらう 」ー

者

医
療
機
関
等

Lーーーーーー

このように、現在は加入健康保険の遣いによってサービスの不均衡が生じています。このサービスの不均衡を是正

するために、次の図のような制度に改めるものです。

Lーーーーーー

唱。月 1目診療分から【新制麿】

①健康保険証・受給者証を提示して受診
毎回健康保険の一部負担金(総医療費の3割など)を支払う 福受給者に代わって代理請求②1か月に l回

祉

受

給

課者

③福祉医療の自己負担金を超える分を口座振り込み

この制度は、市内医療機関などに協力をお願いして確立したシステムです。受給者(または保護者)に代わって、

市内医療機関等が請求事務を代行していただくものです。

市外の医療機関等で受診した場合は、今まで通りの 〈現金給付〉の方法で行いますが 「支給申請書」の提出は郵送

でも可とし、口座振り込みとします。

②医療費の支給は口座振り込みになります

上記のような新制度に改めることによりサービスの不均衡は無くなり、また、

福祉課に支給申請書を持って行かなくても、指定口座に振り込まれるようになります。

振り込み口座の登録

→今年の7月ごろに全受給者に次の書類を送付します。

医療機関等に代理請求をして頂くことに対する依頼書 ・口座振り込み依頼書

→記入、押印して同封の返信用封筒に入れて送付してください。

福祉課で口座を登録し、 10月診療分から口座に振り込みます。

※受診した日の翌月の末日までに指定口座に振り込まれます。

※注 口座は受給者本人名義(お子さんの場合は保護者名義)の、銀行または農協の口座とします。(郵便局の口座は不可)

問い合わせ 福祉課福祉係
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つ名前はな!こつ
~大村と諌早の保健所が統合されます~

新保健所在現

県央保健所
干854諌阜市栄田町26-49

ド所

所

一健
一切
健

一保
二
保

一村
与
早

一大
二
諌

ft26・3304

-・・・E認iiI彊哩【e理圃E畜産f蓋£・・・・・
妊産婦・乳児健診

妊産婦・新生児訪問指導

3歳児健診

母子、高齢者などを対象とする一般的栄養指導

-・・・E国語班砂~:I信芸童館ゆE盈Eヨ・・・・

食品衛生、環境衛生に関する届出

-飲食屈などの営業許可申請

-理美容業、旅館などの営業許可申請

.墓地等の経営許可申請など

至
長
崎

医事・薬事に関する届出

-医師、看護婦、薬剤師等の免許申請

・診療所などの開設届、変更届

・医療品の販売業の許可申請など

専門的、技術的保健指導事業

・難病患者の健康相談、医療援護

・結核や感染症情報の収集、提供など

O 
諌早総合病院

精神保健対策

・社会復帰訓練事業

-患者や家族への支援事業など

保健福祉の総合相談受付など

4
月
6
日
制
正
予
日
日
制

春
、だ
!

桜
、だ
!
う
か
れ
る
な
!

人傷事故 物損事故 計

発生件数 25(件) 17(件) 42(件)

死 者 2 (人)
ζ/こ/ 2 (人)

者 37(人) 37(人)

22 -

交通事故発生状況
(平成8年1月一12月)

新しい保健所はどこ

運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う

運
動
の
重
点
項
目

①
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

②
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

県警本部調べ

県内 前年比 市内 前年比

発生件数 7，061(件) +338(件) 379(件) +31(件)

死 者 99(人) + 4(人) 6(人) + l(人)

f纂 者 9，034(人) +355(人) 470(人) + 21(人)

物損事故 27，857 (件) +776(件) 1，797 (件) + 29(件)

運転中の携帯電話使用による
県内の事故発生件数
(平成8年1月一12月)

県警本部調べ

市

民

交

通

傷

害

保

険

l
口

年
額
4
8
0
円
、
1
人
2
口
ま
で

加
入
で
き
ま
す
。

安
全
対
策
課
(
内
線
2
1
4
)

ま
た
は
各
出
張
所

掛

金

申
し
込
み



お
さ
め
て
よ
か
っ
た
国
民
年
金

ら
国
民
年
金
保
険
料
、
が
変
わ
り
ま
す

i

d園惨
定
額
保
険
料

+
』
日
呆
食
ヰ

d
1
4
H
H
d
-
R
V虫
干

1
2
、

官

i
q
a

、
8
0
0
円

2
0
0
円

第10回大村市国民年金写真コンテスト

特選相良信秋さん(本町)の作品

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
伸
び
た
現

在
、
老
後
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
が
公
的
年
金
で
す
。
あ
な
た
の
老

後
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め

に
、
国
民
年
金
は
み
ん
な
が
お
互
い
に

協
力
し
助
け
合
う
制
度
で
す
。
み
ん
な

が
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

納
付
は
お
得
な
前
納
制
度
で
日

半
年
前
納
も
で
き
ま
す

保
険
料
は
、

1
年
前
納
と
半
年
前
納
が
で
き
ま
す
。
前
納
制
度
を
利
用
し
て

納
付
す
る
と
、
割
引
が
あ
り
毎
月
納
め
る
手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

1
年
前
納

を
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
の
2
枚
目
を
、
半
年
前
納
を
さ
れ
る
場
合
は
上
半
期

分
は

3
枚
目
を
、
下
半
期
分
は

4
枚
目
を
利
用
し
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

半年前納
年前納

種前納類の割前月 割前月

納払 納払

引のい 引の¥，¥
の の
場場 場場

額合合 額合合

1 
7 7 4 5 

富農
5 6 393  、、、

898  786  
550  190  
000  。。。
円円円 円円円

7 7 5 5 

付襲
8 9 348  、 、、、

832  854  
820  370  
000  000  
円円円 円円円

※
半
年
前
納
は

2
回
で

1
年
分
と
な
り
ま
す
が
、
-
年
前
納
の
割
引
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
ヘ

4
月
期
の
年
金
は

4
月
日
日
働
か
ら

郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
。
年
金
を
受

け
取
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
年
金
証
書
(
緑

色
の
手
帳
)
を
年
金
係
ヘ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
証
書
に

8
月
期

分
の
年
金
額
を
記
入
し
、

8
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

8
月
期
以
降
の
年
金
が
受
給
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

4
月
日
日
働

lω
日
制

※
平
成
8
年

8
月
か
ら
平
成

9
年

7
月

ま
で
支
給
停
止
に
な

っ
て
い
る
人

は、

8
月
の
定
時
屈
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
年
金
係

4
月
か
ら
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
す

市
で
は
身
体
障
害
者
手
帳

・
療
育
手
帳
所
持
者
で
施
設
入
所
お
よ
び
松

葉
杖
常
用
者
・
視
力
障
害
者
の
ほ
か
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
内
部
障
害

者

l
級
の
人
に

1
年
を
通
じ

M
回
助
成
し
ま
す
。

(
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
を

利
用
さ
れ
る
世
帯
が
所
得
税
額
却
万
未
満
の
世
帯
で
す
)

※
助
成
額
は

1
人

1
回
に
つ
き
、
小
型
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
か
ら
叩
%

割
引
し
た
額
で
叩
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

ケア・ワーカー養成講座

受講生ぼしゅう

市内在住の身体に障害のある人々や高

齢者の人々の生活支援(買物、掃除、簡

単な介助)を有償で行うケア ・ワーカー

の養成講座を聞きます。

講座は、日赤家庭介護講習などどなた

でも楽しく学べます。年 1回だけの講座

ですので、ぜひご参加ください。

4月10日(木)ー5月29日(木)

毎週木曜日 全8回

時 間 午前10時~午後3時

場 所福祉セ ンター

定員 25人

受付開始 4月1日(KJから

申し込み・問い合わせ

市社会福祉協議会 (ft⑬1351)

程日

23 

平成8年度から国民年金の保険料を前納制度か口座
振替を利用して完納した人の中から抽選で、県内の社
会保険福祉施設にペアで宿泊招待します。 また、抽
選にもれた人の中から施設内アスレチックの利用券が
当たります。
招待者数 宿泊券-ペアで40組 (80人)
申込方法 年金係に備え付けの申込用紙で申し込んで
ください。
申込期間および抽選 毎年度6月から翌年5月までに
申し込みがあったものについて、6月に県国民年金課
で抽選し、直接当選者に通知します。

ご招待干する施設

宿泊ご招待
。長崎厚生年金会館
。サンピア佐世保
。国民年金健康保養センターくちのつ
アスレチック利用

。ヘルシーパルいさはや
Oぺアーレ佐世保
問い合わせ 県国民年金課 (n0958@3135)

または市保険年金課年金係

ペア無料宿泊
招待

保険料の前納や口座振替で



ポ
リ
オ
(
小
児
ま
ひ
)

投
与
を
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
人

・
生
後

3
か
月
j
卯
か
月
未
満
の
初

回
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人

-
2
回
日
投
与
を
受
け
て
い
な
い
卯

か
月
未
満
の
人

料

金

無

料

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

・
熱
の
あ
る
人

-
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人

フ
ク
チ
ン
の

-
予
防
接
種
に
よ
っ
て
、
強
い
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
お
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
人

-
下
痢
を
し
て
い
る
人

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接

種
後

4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

(
三
種
混
合
な
ど
)
接
種
後

1
週

間
を
経
過
し
て
い
な
い
人

※
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ

向日付川此

栄
養
補
給
は
十
分
で
す
か

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
強
化

の
た
め
栄
養
食
品
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
-
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

-
所
得
税
非
課
税
世
帯

受
給
期
間

-
お
母
さ
ん
・
:
妊
娠

5
か
月
か
ら
産

後

3
か
月

-
赤
ち
ゃ
ん
・
:
生
後

4
か
月
か
ら
産

後
ロ
か
月
で
医
師
に
よ
り
栄
養
強

化
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら

れ
た
乳
児

申
請
に
必
要
な
も
の

-
印
鑑
・
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

支給される食品

ロロu お 母 さ ん 赤ち ゃん

13 牛乳またはママミルク 粉ミルク

数
1日l本 ※2-3缶/月 l缶/月

量

皇 無料 若干、個人負担があります。

け
)
を
お
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
、
意
見
書
な
ど
の
主
治
医
の
許

可
が
必
要
で
す

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
投
与
実
施
日
程
表

接種会場 接種目

市役所第8・9会議
4月8日(火)

萱瀬出張所

西大村コミセン

4月9日(*l二浦出張所

鈴田出張所

竹松出張所
4月10日(木)

福重出張所

中地区公民館
4月11日(封

|松原出張所

※種類によって遣いがあります。

種

中

接

E

防

t
u

予

実

か
咳
ア
風

し
日
一
ア
傷
フ

は
百
ジ
破

ん

合

ん

ヨ
包

し

酷

し

麻

三

風

お子様の体調のょいときに受けられるよう、年間

を通じて無料で実施しています。

詳しくは、 『健康のしお りと国民健康保険』をご覧

ください。

妊
婦
・
乳
児

一
般
健
康
診
査
の

受
診
票
の
使
用
に
つ
い
て

時間はいずれも午後 2時から 3時まで

4
月
か
ら
、
妊
婦

一
般
健
康
診
査

と
、
乳
児

一
般
健
康
診
査
の
事
業
が
、

県
か
ら
市
ヘ
移
譲
さ
れ
ま
す
。
す
で

に
発
行
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
受
診

票
に
つ
い
て
は
、

4
月
以
降
も
継
続

し
て
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
妊
婦
受
診
票
の
み
渡
し
て

い
る
人
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
乳
児

の
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

『
看
護
の
日
』

イ
ベ
ン
ト

日
時

5
月
日
日
間
、
午
前
日
時
l

午
後

3
時

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
看
護

学
校
体
育
館

内
容
介
護
教
室
(
実
演
と
ビ
デ
オ

放
映
)
・
高
校
生
の
ふ
れ
い
あ
い
看

護
体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ
国
立
長
崎
中
央
病
院

(宮
③
3
1
2
1
)

。
手
作
リ
介
護
用
品
の
作
品
募
集

日
常
の
介
護
に
役
立
つ
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
応
募
作
品
は
展
示
会
場

に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り

4
月
日
日
制
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予防接種!こついての質問を受け付けます。
~予防接種ホットライン~

予防接種に関する正しい知識の普及と予防接種
の適正情報を提供するために、 「予防接種ホット
ラインJにて、質問を受け付けています。どうぞ、
ご利用くださ t) 0 

電話番号 045(671)1858 
相談日時毎週月曜~金曜日 9 : 30~12 : 00 

13 : 00~16 : 00 
日本検疫衛生協会財団法人問い合わせ

応
募
先

護
の
日
』



ふ
れ
あ
い
看
護
の
体
験
所

1
1日
看
護
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
i

患
者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て

『世
話
を
す
る
こ
と
』
、
そ
し
て

『
看
護
す
る
こ
と
』
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

対
象

看
護
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

人応
募
締
切

4
月
初
日
間

※
詳
し
く
は
、
連
絡
時
に
説
明
し
ま

す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実施場所 実施日 募集人員 連絡先

国立長崎中央病院 5(午月前11中日()日) 18人
宮内⑫2073出1口2 1 

(対象者高校生のみ

大村市立病院 (午後51月時1350日分(か木)ら) 5-6人 宮内②2302下1地6 1 

貞松病院 5月(18日日)(木) 5-6人 E内⑪3301末1吉6 1 

中津病院 5月(112日日)(月) 10人 福ft(5永3)5072 

老う人ぐ保い健す施の設丘 5月(113日日)例 5-6人 井ftt9津7 1 9 9 

国立療養所川棚病院 5月(115日日)(木) 20人 包09563@山3口121 
内100

※
連
絡
時
間
帯
午
前
9
時
j
午
後

5
時

(
土
・
日
・
祭
日
を
除
き
ま
す
)

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
が
で
き
ま
す

縦
覧
す
る
人
は
、
印
か
ん
か
本
人

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類

(
運
転

免
許
証
や
保
険
証
な
ど
)
を
持

っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

4
月
2
日
側
i
4
月
幻

日
刊

(
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
)

場

所

税

務
課

縦
覧
で
き
る
人
市
内
に
土
地
、

家

屋
、
償
却
資
産
を
持

っ
て
い
る
人
と

そ
の
家
族
か
代
理
人
(
代
理
人
の
人

は
承
諾
書
が
必
要
で
す
)

問
い
合
わ
せ
税
務
課
固
定
資
産
税
係

平成9年度

市税納付月のお知らせ
皆さんに納めていただく市税は、いろいろな行政サー

ビスを行うためのもっとも重要な財源です。平成9年度
は、次表 l期の納付月の中旬に納税通知書を送付します
ので、 納期限までに、お近くの金融機関か出張所に納め

てください。なお、平成8年度の市税をまだ納めていな
p人は、急いで納めてください

問い合わせ税務課

市税の納付月 (下関は納期限)

土地売買のときは
まず、地価公示価格を調べましょう

税 目 期 2 期 3 期 4 期

都固定市計資産画税税 (65月2 月日) (77月31月日)(1010月31月日)( 112月5 月日) 

市 -県民税 (66月30月日)( 98月1 月日) (1121月1月日)(21月2 月日) 

軽自動車税 (65月2 月日) ¥ ¥¥一一一

平成9年の地価公示が発表されました。地価公示は、
都市計画 区域内で標準的な使われ方 をしている土地

(標準地)について、その適正な土地価格を公表し、土

地を売買する際の目安にしていただくもので、市役所、

各出張所、図書館でだれでも簡単に関覧できます。

問い合わせ 企画調整課

納税管理人の届出を

固定資産税の納税義務のある人が市外へ転出す

るときは、市内に住んでいる人を納税管理人に定

め、税務課固定資産税係に届け出てください。

問い合わせ 税務課固定資産税係

私
道
巴
も
市
で
下
水
道
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

私
道
は
、
私
人
所
有
権
の
も
と
に
管
理
さ
れ
た
特
定
の
道
路
で

あ
り
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
の

一
部
と
し
て
、
私
道
関
係
者
の
負

担
で
布
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
左
記
の
要
件
を

満
た
す
と
私
道
へ
の
公
共
下
水
道
設
置
申
請
に
よ
り
、
市
が
費
用

せ
ん

を
負
担
し
、
下
水
管
渠
を
設
置
し
ま
す
0

.
私
道
の
要
件

①
公
共
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
道
路
ま
た
は
生
活
道
路
と
し
て
多

数
の
住
民
が
利
用
で
き
、
何
ら
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ

〉
)

②
幅
員
が
維
持
管
理
上
支
障
を
起
こ
さ
な
い
程
度
で
あ
る
こ
と

@
設
置
の
要
件

①
水
洗
化
改
造
家
屋
が

3
戸

(
2
人
以
上
の
家
屋
の
所
有
者
が
い

る
こ
と
)
も
し
く
は
そ
れ
以
上
で
、

2
/
3
以
上
の
家
屋
に
つ

い
て
、
下
水
管
渠
布
設
後
3
か
月
以
内
に
排
水
設
備
お
よ
び
汲

み
取
り
便
所
(
浄
化
槽
は
廃
止
し
直
接
持
続
)
の
水
洗
化
を
実

施、

残
り
の

1
/
3
に
つ
い
て
も

1
年
以
内
に
水
洗
化
実
施
が

明
確
で
あ
る
こ
と

②
私
道
の
所
有
者
お
よ
び
権
利
者
は
、
下
水
管
渠
の
設
置
を
承
諾

し
、
土
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
無
償
で
あ
る
こ
と

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
下
水
道
建
設
課
排
水
設
備
係

「おおむらの

みらいをつくる

げすいどう」

'96よみがえれ大村湾(下水道標語)

入選作 ながたちあき
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犬の登録と狂犬病予紡注射は忘れずに
狂犬病予防法により、生後91日以上の飼い犬は、

生に 1回の登録と、年に 1回の狂犬病予防注射が義務
づけられています。登録と注射がまだ済んでいない犬

は、必ず受けてください。

なお、日程および料金は次のとおりです。

登録手数料 3，000円
注射済票交付手数料 550同
注射代金 2，300同

. ①おつりが、ないようにお願いします。

時 ②犬をしっかり固定で、きる人がつれてきてください。

帳 ③人を噛むおそれのある犬は、必ず口輸をかけてく

. ださい。

※最近、犬の放し飼いの苦情が発生しています。

飼い主は、近所の迷惑|こならないよう、しっかりと

管理をしてください。

※注意 10月の追加登録および注射は廃止|こなりましだ。

瞳車I!II面画壇E盛轟轟置盟麗霊盤盤盤盤盤盤整謹謹韓韓議離議離纏欝欝難題湿遁鱒繍欝謝
9 : 30-9 : 50 微神堂広場

13 : 00-14 : 00 市役所 10 : 20-10 : 50 上諏訪公民館
(月) 山川:20 後木場公民館 (雌コミセン~ 4~ぶ日 11 : 10-11 : 50 池田公民館

13 : 20-14 : 20 西大村コミュニティセンター
9 : 30-9 : 45 今村公民館
9 : 55-10 : 25 溝陸公民館

4月15日 |…~川0
ゴ浦出張所

(火) 11.10~11.25 西部公民館
11 : 40-11 : 50 釜川内公民館
13 : 20-14 : 10 陰平下公民館
14 : 30-15 : 20 鈴回出張所

9 : 30-10 : 10 上久原公民館
10 : 25-10 : 40 椎地公民館

4月16日 |一一… 松尾公民館
(水)11:30~11:o 水計公民館

13 : 30-15 : 30 中地区公民館 (松並一丁目)

9 : 30-10 : 00 寿古公民館
10 : 15-10 : 55 福重出張所

4月17日 |一 -11: 30 立福寺バス停
(木) I 13: 20-13 : 50 宮小路公民館

14 : 10-14 : 55 富の原 1丁目児童体育館
15 : 20-16 : 00 富の原2丁目公民館

4月18日 11 : 00-12 : 00 市民会館臨時駐車場
(金) I i3 ~ 00 -is ~ 30 市民会館臨時駐車場

FE特許2ドルムント岩船入居者
住宅名 ドルム ント岩船

所在地 玖島2丁目415番地1

間取り
洋室約6.3畳、 約6.1畳

契約家賃 70，000円

家 賃
入居者負担額 60，400円よ り
(入居者負担額は入居者の収入に応じた
家賃設定になります)

共益費 2，000円

駐車料 3，000円
入居日 即入居可

随時受付中 (ただし、 土日祭日を除き ます)

申込受付場所

県住宅供給公社大村事務所
県営ターミナル2F (ft@ 6 8 2 5) 

問い合わせ

県住宅供給公社管理課
(ft 0 9 5 8③3 0 5 0) 

14 : 40-15 : 40 植松公民館

9 : 30-12 : 00 竹松出張所
4月22日 13 : 20-13 : 50 大村農業改良普及所
(火) 14 : 15-14 : 35 堺町公民館

15 : 00-15 : 40 桜馬場1丁目公民館

9 : 30-10 : 30 野岳湖バス停
10 : 45-11 : 00 東光寺公民館

4月23日 11 : 15-11 : 50 松原出張所
(水) 13 : 20-13 : 40 武留路公民館

14 : 05-14 : 35 黒丸公民館
14 : 55-15 : 20 松山町公民館

10 : 00-10 : 15 黒木バス停
10 : 25-10 : 40 萱瀬ダム建設記念会館

4月24日 10 : 50-11 : 05 久良原公民館

(木)
11 : 20-11 : 50 萱瀬出張所
13 : 20-13 : 30 南川内公民館
14 : 00-14 : 25 菅無田集落センター
14 : 40-15 : 20 農協萱瀬支所

[4月25日 | 9:3山 :001市役所
(金) I 13: 20-15 : 00 市民会館臨時駐車場

空室あります
種別 住宅名 戸数 間取り家賃(月額・円)

竹松 7 3DK 
12，000 
17.000 

久原第2 6 3DK 2213 ，2O O ~ ，800 

種 松並第1 1 3DK 30，000 

原 口 1 3DK 27，200 

2 池田 3 2K-3K 
7，800-
15，500 

種 松並第1 1 3DK 24，000 

申込期限 4月10日(木)

抽選日 4月21日(月)、午前10時30分

入居日 5月1日(木)

申し込み・問い合わせ 建築課
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お
し
ら
せ

平
成
9
年
度

手
話
講
習
会

福
祉
課
(
内
線
1
5
7
)

期
日

5
月
紅
白
j

u
月
3
日
の
毎
週

水
曜
日
、
午
後
6
時
加
分
j
8時
加
分

※

8
月
は
休
講
で
す
。

場
所

福
祉

セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
お
よ
び
定
員

①

基
礎
コ

l
ス
(
初
心
者
の
人
)
市
人

(応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

②

応
用
コ

l
ス
(
基
礎
コ

l
ス
の
修
了
者
)

③
手
話
通
訳
養
成
コ
l
ス
(
応
用
コ
ー

ス
を
修
了
し
た
人
で
コ

l
ス
修
了
後
、

通
訳
者
と
し
て
登
録
し
活
動
す
る
意
志

を
も
っ
人
)

受
講
料

無
料
(
テ
キ

ス
ト
代
は
別
)

申
込
方
法

往
復
は

が
き
に
希
望

コ
l
ス
・
住
所

・
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
・
生
年
月
日

・
職
業
・

電
話
番
号
・
返
信
用
の
宛
名
を
書
い
て

福
祉
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募

締
切

4
月
初
日
側

水道メーターを

取り替えます

水道部では、正しい水量を計るため計

量法に基づき8年に1度、年次、地区別に

メーター取り替えを行っています。

交換による断水は、短時間 (10分程度)

で終わりますのでご協力をお願いします。

水道部業務課 (ft⑬1111)問い合わせ

視聴覚ライブラ リー

親子映画会
入場無料

市コミセ

西大村コミセン 114: 00-15 : 00 

・いたずらあまんじゃく で (アニメ22分)

・おか妻、んん公やさしい手 はなし (アニメ23分)
・せん水艦に恋をしたクジラの話(アニメ15分)

河12日1'*:lth IK i.~ B.: ~ 1 中地区公民館 I 10 : 00 -11 : 00 
(土)

・雪渡り (アニメ23分)
・うかれバイオリン (アニメ20分)
・すもうおばけ (アニメ12分)

市役所

ft53・4111(代表)

ン

危
険
物
取
扱
者
試
験

大
村
消
防
署
(
宮
(⑪
4
1
3
8

日
時

6
月
日
日
間
、
午
前
日
時

試
験
の
種
類

甲
種
・
乙
種
(
全

類
)

・
丙
種

願
書
受
付
期
間

4
月

日
日
刊
l
お
日
也

多
良
岳
県
立
公
園

黒
木
登
山
口
の
山
開
き

大
村
山
岳
会
池
野
(
宮
③
1
8
5
4

日
時

4
月
初
日
町
、
午
前
9
時
(
午

前
8
時
日
分
か
ら
安
全
祈
願
祭
)

場
所

県
営
パ
ス
黒
木
終
点
前
広
場

対
象

市
民

・
県
民

一
般

・
自
由
参ノ
加

国
経
理
事
務
技
術
講
習
会

園

長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

聞

(岱
0
9
5
8⑬
9
0
3
0
)

日
時

5
月
9
日
働
1
6
月
6
日
制
、

2
日
間
(土、

日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除

き
ま
す
)
、
午
前
日
時
j
午
後

4
時

場
所

国
際
情
報
科
学
専
門
学
校
諌
早

校

資
格

①
受
講
後
、
再
就
職
を
希

望
す
る
女
性
で
、
求
職
活
動
を
し
て
い

る
人

②
全
日
程
受
講
可
能
な
人

講
習
科
目

経
理
事
務
初
級
(簿
記
3

級
受
験
・
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
)

定
員

初
人

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
教

材
費
は
自
己
負
担
)

受
付
期
間

4
月
1
日
か
ら
定
員
に

達
す
る
ま
で

申
込
方
法

国
際
情
報

科
学
専
門
学
校
諌
早
校
事
務
室
の
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
そ
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

『海峡の光』
辻仁成著

〈一 般 書〉家族シネマ(柳美里著)/プリ
ズンホテル春(浅田次郎著)/輪廻の暦(萩原葉子

著)/飛龍伝 神林美智子の生涯(っかこうへい

著)/不安の世紀か ら(辺見庸著)/記憶の断片

(宮尾登美子著)/村上春樹、河合隼雄に会いにい

く (河合隼雄 ・村上春樹著)/これは恋ではない

(小西康陽著)/ラストゲーム(伊達公子著)/

「超」速読法(佐藤泰正・桐原宏行著)/いかさま
トランプ師の冒険 (ジャン ・ジオノ著)/空っぽの

家(ロザムンド ・ピルチャー著)/サンタ・エピー

タ(ト マス ・エロイ・マルテ イネス著)/兄なる風

上 ・下(スー ・ハリソン著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用くださ L、
問い合わせ 市立図書館

少年刑務所で看守として働く「私」
の前に現われた一人の受刑者。彼は
子どものころ「私」を標的にしてし
つように繰り返されたいじめのせん
どうしゃだった-。
人間の悪の根源に迫リ、「ここに文
学があるJと絶賛された199'7年上半
期芥川賞受賞作。

合②2457 

へ
来未ふれあって

大村駅前支庖

西大村支庖

大村支庖

竹松支庖②溢並立
TEL 52-2111 

-27-

大村市本町326番地



市役所

ft53・4111(代表)

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮

@
1
3
5
2

「
さ
く
ら
荘
」
開
館

お
周
年
記
念
演
芸
大
会

日
時

5
月
1
日
制
、
午
前
日
時

場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

皆
さ
ん
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

大
村
子
ど
も
劇
場
却
周
年
記
念

特
別
例
会

「
そ
う
べ
え

ご
く
ら
<
へ
い
く
」

大
村
子
ど
も
劇
場
(
宮
③

7
0
6
3
)

劃
凶
京
去
)

日
時

4
月
M
日
側
、
午
後
6
時
加
分

i
8
時

会
場
市
民
会
館
入
場
料

会
員
:
・
会
費
で
ま
か
な
い
ま
す
。

一
般

(
4
歳
以
上
)
:
・
前
売
り
3
、
0
0
0

円

ペ

ア

券
5
、
5
0
0
円

当

日

券

3

5

0

0
円

中
地
区
公
民
館
図
書
室
か
ら

中
地
区
公
民
館
(
宮
③
1
3
7
6
)

図
書
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
書

・
絵
本
の
ほ
か

一
般
書
も
あ
り

小
学
1
年
生
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

貸
出
期
間

1
回
2
週
間
以
内
貸
出

冊
数

1
回
3
冊
ま
で

貸
出
時
間

午
前
9
時
i
午
後
5
時
(
土
曜
日
は
午

前
日
時
i
午
後
2
時

)

休

館

日

金

曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日

-
お
り
、
か
み
で
あ
そ
ほ
う

圃

中
地
区
公
民
館
(
宮
③

1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
、
か
わ
い
い
小
鳥
た
ち
を

お
っ
て
遊
び
ま
す
、
自
由
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
四
日
出
、
午
後
2
時
1
4

時
場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
「
か
わ
い
い
小
鳥
が
い
っ
ぱ
い
」

持
参
品
は
さ
み
・
ポ
ン
ド

ぼ
し
ゅ
う

市 ウ己九
、 イ:;L2
fZ話
量 '~;泌
す回h
o貝 7
ム ク

期
間

8
月
お
日
凶
l
白
日
目

訪
問

地
中
華
人
民
共
和
国
(
北
京
)

・
大

韓
民
国
(
ソ
ウ
ル
)

応
募
資
格

4

月
1
日
現
在
、
満
却
歳
か
ら
お
歳
で
、

県
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
男
女

募
集
期
間

4
月
1
日
例
i
5
月
日
日

制

募
集
人
員
お
人
(
男
子
U
人
・

女
子

M
人

)

渡

航

方

法

航

空

機

経
費

参
加
費

7
万
3
、
0
0
0
円
、

ほ
か
に
渡
航
手
続
費
・
事
前
研
修
参
加

費
な
ど
約
4
万
円
程
度
の
個
人
負
担

平
成
9
年
度

海
外
体
験
航
海
第
初
回

8
&
G
「
少
草
の
船
」
参
加
者

船
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会
内
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ

(宮
②
6
1
9
4
)

日
程

7
月
お
日
間

l
8
月
5
日
働

B
&
G
東
京
海
洋
セ
ン
タ
ー
-
-
・
側
・
:
グ

ア
ム
・
:
働
・
:
サ
イ
パ
ン
・
:
鮒
・
:
東
京
晴

海
埠
頭
参
加
対
象
中
学
生
お
よ
び

高
校
生
の
男
女
参
加
費
日
万
7
千

円
募
集
人
数

2
人
(
多
数
の
場
合

抽
選
)
締
め
切
り

4
月
日
日

ω

総
務
庁
青
少
年
国
際

交
流
事
業
参
加
者

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

@
3
1
6
1)

。
航
空
機
に
よ
る
青
年
の
海
外
派
遣

実
施
期
間

9
月
l
m
月
(
約
日
l
お

日
間
)
訪
問
先
中
国
・
韓
国
・
ブ

ラ
ジ
ル
・
カ
ナ
ダ
・
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

ほ
か
5
か
国
募
集
人
員
各
約
8
人

l
お
人

。
世
界
青
年
の
船

実
施
期
間

平
成
叩
年
1
月

j
3
月

(
約
白
日
間
)
訪
問
先
エ
ジ
プ

ト
・
ケ
ニ
ア
・
オ
マ

l
ン
・
ス
リ
ラ
ン

カ

募

集

人

員

約

1
0
0
人

。
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

実
施
期
間

9
月
1
日
月
(
約

ω日
間
)

訪
問
先
ブ
ル
ネ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
等
ア
セ
ア
ン

7
か
国

募
集
人
員
約
必
人

応
募
締
切

4
月
日
日
働

日
本
育
英
会
高
等
学
校

奨
学
生

日
本
育
英
会
長
崎
県
支
部

(
宮

0
9
5
8②
0
6
6
6
)

資
格

高
校
全
学
年
、
中
学
3
年
生

(
予
約
奨
学
生

)

奨

学

金

月

額

・

公
立

1
年
生
・

:
1
万
6
、
0
0
0
円

2
i
3年
生

:
i万
4
、
0
0
0
円

・
私
立

1
年
生
:
・
2
万
8
、
0
0
0

円

2
1
3年
生
・

:
2
万
6
、
0
0
0

円
※
自
宅
外
通
学
者
に
つ
い
て
は
プ

ラ
ス

5
、
0
0
0
円

申

込

締

切

各

学
校
で
随
時
決
定
し
ま
す
。
申
し
込
み

在
学
す
る
高
校
・
中
学
校
の
ク
ラ
ス
担

任
の
先
生
へ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

宇
津
宮

(宮
(⑫
9
6
6
7
)

(
久
原

1
丁
目

5
0
7番
地

対

象

小

学
1
年
生
1
6年
生

申

込

方
法
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

学

校
・

学
年
・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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第
氾
回
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

太
鼓
の
打
ち
手
ほ
し
ゅ
う

申
し
込
み

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会

(宮
⑫
2
5
8
0
)

問
い
合
わ
せ
お
お
む
ら
太
鼓
連

田
中
(
宮
(⑪
8
8
0
3
)

子
ど
も
の
部
小
学
1
年
j
中
学
3
年

ま
で
の
男
女
大
人
の
部
高
校
生
以

上
の
男
女
募
集
期
間

4
月
日
日
向

ま
で

ス
ポ
ー
ツ

市役所

合 53-4111(代表)

杏手き
dコ固た
む 主
ら 立暴
力陸 完
!上 っ
こm Z:
/¥'i支 芸
jレ え

力¥

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

日
時

5
月
日
日

ω、
小
・
中
学
生
の

部
:
・
午
後
3
時
l

高
校
・

一
般
の
部

・
:
午
後
6
時

i

場
所
市
営
陸
上
競

技

場

競

技

種

目

小

学

5
・
6
年
男

女:・
l
o
o
m
-
4
0
0
m
リ
レ

l
・

走
幅
跳
中
学
生
男
女
:
・
l
o
o
m
-

8
0
0
m
-
4
0
0
m
リ
レ

1
・
走
幅

跳
・
砲
丸
投
高
校
・
一
般
男
女
:
・
l

o
o
m
-
4
0
0
m
・
走
幅
跳
・
砲
丸

投

・
4
0
0
m
リ
レ

l

(
職
場
対
抗
・

学
校
対
抗
・
部
隊
対
抗
)
・

3
0
0
0

m
(女
子
の
み
)
・

5
0
0
0
m
(男

子

の

み

)

参

加

料

無

料

申

込

期

間

4
月
日
日
間
i
4
月
初
日
制

(必

着
)

少
女
サ
ツ
カ
!
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

期
間

4
月
初
日
制

1
6
月
2
日
間
、

午
後
2
時
j

4
時

却

分

対

象

小

学

3
年
生
j
中

学

生

場

所

市

サ

ッ
カ

ー
場
(
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
内
)
受
講

料

4
0
0
円
(
保
険
料
)
申
込
締

切

4
月
M
日
間

補
助
・
郡
中
グ
ラ
ン
ド
森
園
運
動
広
場

ナ
イ
タ
i
使
用
チ
;
ム
は

登
録
、
か
必
要
で
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
日
毎
月
初
日
に
翌

月

(
1
日
j
月
末
)
の
分
を
調
整
し
ま

す
。

※
初
日
が
土
、
日
、
祭
日
の
時

は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日
で
す
。
抽

選
時
間
・
森
園
運
動
広
場
:
・
午
後
1

時
・
郡
中
グ
ラ
ン
ド
・
:
午
後
2
時

-
補
助
グ
ラ
ン
ド
・
:
午
後
3
時

会

場

市
役
所
第
6
会

議

室

登

録

内

容

責

任
者
・
保
証
人
・
チ
l
ム
名
簿
・
雨
天

返
納
の
た
め
の
銀
行
口
座

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

日
時

4
月
か
ら
凶
年
3
月
ま
で
の
第

2
、
第
4
土
曜
日
、
午
前
日
時
j
ロ
時

対

象

市

内

小

学

4
年
生

1
6
年
生

場

所

市

営

テ

ニ

ス

コ

ー

ト

会

費

月
3
0
0
円
程
度
(
保
険
料
・
ボ
l
ル

代
)
申
込
締
切

4
月
日
日
制

ス
ポ
i
ツ
安
全
保
険
む

加
入
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部

(
宮

0
9
5
8⑫
3
0
2
4
)

子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど

5
人

以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。

掛
金

1
人
年
額
子
ど
も
・

文
化
活
動
・
:
4
0
0
円

一
般:・

1
、

3
0
0
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
6
0

o円
)
補
償
・
事
故
に
よ
る
死
亡
、

後
遺
障
害
2
、
0
0
0
万
円
(
老
人
ク

ラ
ブ
団
体
は

5
0
0
万
円
)
・
入
院

1
日
に
つ
き
4
0
0
0
円
(
老
人
ク
ラ

ブ
団
体
は
l
、
8
0
0
円

)

・

通

院

1
日
に
つ
き

1
、
5
0
0
円
(
老
人
ク

ラ
ブ
団
体
は
1
、
0
0
0
円

)

賠

償

責

任

対

人

1
億
円
・
対
物
5
0
0
万

円
・
突
然
死
お
よ
び
日
射
病
な
ど
の
見

舞
金
1
2
0
万
円

iT.f 97 
~雪
ア ナ

ス
大
L::::.、
立玄

夕、、

フ
ノレ
コミ

市
テ
ニ
ス
協
会広
瀧
(
宮
③
7
6
8
6

開

催

日

男

女
B
・:
4月
日
日
間
、
男

女
A
:
・4
月
初
日
間

※
荒
天
時
は

4

月
幻
日
冊

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
資
格
市
内
在
住
者
、
市
内
勤
務

者

参

加

料

1
組

2
、
5
0
0
円

(
協
会
員
外

3
、
0
0
0
円

)

申

込
期
限

4
月
4
日
⑥

長
崎
合
気
道
会
会
員

獅
子
島
(
宮
(⑪
0
2
7
3

ま
た
は
直
接
武
道
館
ヘ

対
象
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。

練

習

日

毎

週

月

・

金

曜

日

場

所

市

武

道

館

時

間
小
学
生
・
:
午
後
7
時
i
8時
中

学
生
以
上
・
・
・
午
後
7
時
1
8時
却
分

Ea轟，.:.;117 491 ~~這b~.
自主放送放映中!地元の情報
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ご
営
問
.
北
』
'

H2uj
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

ご
好
意

市役所

公53・4111(代表)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
菅
原
均
(
中
里
町
)

金

一
封
V
池
田
末
雄
(
武
部
町
)
日
万

円
V
船
橋
勇
(
水
主
町
1
丁
目
)
日
万

円
V
森
俊
裕
(
西
本
町
)

・
森
泰
彦

(
大
阪
市
)
却
万
円
V
古
川

ハ
ル
(
寿

古
町
)
金

一
封
V
保
利
徳
男
(
諏
訪
2

丁
目
)
金
一
封

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

V
田
崎
賓
(
武
部

町
)

叩
万
円
V
吉
川
明
祥
(
古
町
2
丁

目
)
3万
円

本
町
・
三
城
・
竹
松
・
池
田
・
中
央
保

育
園
へ

V
川
漆
ヤ
ス
子
(
諏
訪
2
丁
目
)

時
計

・
C
D
ラ
ジ
カ
セ

・
絵
本
な
ど

市
立
図
書
館
ヘ

V
原
順
子
(
宮
小
路
1

丁
目
)

・
中
尾
素
子
(
船
橋
市
)
図
書

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l

ト
末
吉
岩
松
駅
前
屈
l
l
万
7
、

4
8

8
円阪神・淡路大震災が原因で

西宮市から転入された皆さんへ

皆さんのご相談を受け付けています。

お気軽にお尋ねください。

仮設住宅対策宣

告079826・8593
住宅部

合 079835・3722
(その他の相談)市民相談課

宮 079835・3100

(住宅相談)

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

V
本
経
寺
寒
行

団

u
m万
円
V
九
州
電
力
僻
大
村
営
業

所
H

ス
ズ
ラ
ン

文
化
基
金
ヘ

V
本
経
寺
寒
行
団

H
m
万

円松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
仙
波
'一

(松

原
1
丁
目
)
日
万
円

市
立
図
書
館
ヘ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
大
村
1
児
童
図
書

医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
溝
添
哲
也
(
立
福
寺
町
)
3万
円

福
重
小
学
校
ヘ

V
皆
同
老
人
会
婦
人

部
H
雑
巾
V

一
瀬
フ
ヂ
(
宮
小
路
2
丁

目
)
お
手
玉

松
原
幼
稚
園
ヘ

V
松
原
幼
稚
園

P
T

A
H綿
菓
子
機

三
浦
幼
稚
園
へ

V
三
浦
幼
稚
園

P
T

A
H
物
置
ほ
か

清
和
国
ヘ

V
藤
井
ツ
エ
子
(
上
諏
訪
町
)

雑
巾
V
新
奉
会
(
森
安
太
郎

・
小
下

一

義

・
末
永
辰
夫

・
松
尾
謙
)
理
容
奉
仕

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

一ー 4 月の~一ー寸
市民相談コ ナー (秘書広報課)ですべ l
て無料で行っています。
お気軽にご相談ください。

慈
恵
荘
ヘ

V
山
本
弘
(
久
原
2
丁
目
)

m万
円
V
向
井
正
美

(
上
諏
訪
町
)
3

万
円
V
村
上
照
記
(
古
町
1
丁
目
)
却

万
円
V
竹
内
ト
モ
エ
(
長
崎
市
)
5
万

円
V
池
田
末
雄
(
武
部
町
)
日
万
円
V

石
井
満
須
美
(
長
崎
市
)
日
万
円
V
高

田
貫

(玖
島
2
丁
目
)
5万
円
V
立
石

初
雪

(
桜
馬
場
1
丁
目
)
止
小
メ
付
器

・
手

押
し
車
V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
H

ス
ズ
ラ
ン

V
山
口
富
士
雄
(
諏
訪
2
丁

目
)
電
動
ベ

ッ
ド
V
み
つ
る
グ
ル
ー

プ
H

お
し
ぼ
り
V
飯
野
利
明
(
久
原
1

丁
目
)
花
束
V
永
測
屋
リ
ま
ん
じ
ゅ
う

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
車
い

す
磨
き
V
下
川
宣
義
(
富
の
原
1
丁
目
)

車
い
す
磨
き
V
西
大
村
小
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
l
車
い
す
磨
き
V
紅

の
会
H
舞
踊
訪
問
V
辻
み
ち
子
(
松
並

1
丁
目
)
生
花
教
室
指
導
V
松
永
シ
ズ

エ

(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教
室
指
導

泉
の
里
ヘ

V
清
水
由
希
子

(
武
部
町
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
立
正
佼
成
会
H
供
養

V
登
貴
和
木
会
H
奉
仕
V
大
村
古
賀
島

キ
リ
ス
ト
教
会
奉
仕
グ
ル
ー
プ
U
奉
仕

V
飯
野
利
明
(
久
原
1
丁
目
)
花
V
中

3(木日) 人権相 談 10 : 00-15 : 00 

1(木O日) 行政相 談 9 : 30-12 : 00 

1(6水日) 法律相 談 10 : 00-15 : 00 

2(2火日) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

2(3水日) 年金相 談 10 : 00-15 : 00 

号EF不動産相 談 13: 00-16 :叫
I ，¥= 1 1 I I 
1 ※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。 I
1 ※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けは l
i いたしません)。
l__ーー一一ーーーーーーーーー・臨時ーーー_..1

健康テレホンサービス

8095826-5511 

村
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治
(
坂
口
町
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日
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円
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ぐ
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つ
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3
万
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V
川
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(
西
本
町
)
日
万

円
V
水
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
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会
H
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問

・
タ
オ
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・
石
け
ん

V
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隈
シ
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エ
(
小
路
口
町
)
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円
V
向
陽
衛
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し
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流
ボ
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テ
ィ
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樹
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ヘ

V
永
徳
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宣
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(
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5
万
円
V
原
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ク
ラ
ブ
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慰
問
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ィ
ッ
シ
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V
松
原
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慰
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大
村
子
供
の
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ヘ
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木
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春
(
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万
円
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村
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イ
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州
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力
船
大
村

営
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所
H
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ズ
ラ
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V
長
松
道
明
(
長

崎
市
)
ケ
l
キ

月 保険診療のしくみ

4火 最近増えてきた肺癌
月
フk母乳とくすりの

ア 木 最近増えてきた亦癖 (かいせん〉

マ J主t 捕乳ビンむし歯

土-日 前立線癌について

4月の大村ボート

4日""'9日 A
市長杯争奪さくら賞競走 J j¥ 
15日""'20日 足、・1
第4回競艇祭 )， .'γ 
29日""'5月5日 ¥三;:;
日刊杯争奪GW特選レース ー

.ー‘ ・・M圃・h・-・ー--園田 園・・・・・圃-・‘ーー ・|彊

<< a=皇軍喧冨田.1圃咽圃E面亘....圃 |妻|・価格/864.8万円-1，106.3万円
圃置喧官"' I~I ・最多価格帯/900万円台 (6区画〕

ト元よ工品諏訪市; 一-.........."'，...-....."......ー ・ ICI・土地面積/178.70ni-245.82ni
l壁".1・開発面積/4，290.83出 .総区画獄/17区画 ・販売区画数/12区画
I ，!'~I ・地目/宅地 ・用途地主主/用途地i珪の指定のない区域
11壁土l・建ベイ率/70% ・容積率/400%
11'1・道路/幅員6m、アスフアルト舗装

盗塁主よZ二一 Ij田 l・交通/諏訪獄 中諏訪パス停徒歩20分 西小徒歩25分 西中徒歩35分

戸三 |量liii罪者!?ZZZちろz問電気九州電力
L-ー」 雑排水 各戸浄化信設置義務付

※広告有効期限/平成9年5月末B

長崎県宅地建物取引室崎室主員 宅地建物取引草免許長崎県知事 (2)第2694

干[;lOl;J 長崎県大村市東本町i.sl番他 . 

宮~・~1"1.:t.gi..MUOE・~.l"f;1=l ・

-30 -

董忌~fJ~~出 EJJ羽謝
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4月の 康カレジター
乳幼児健康相談 松原出張所 ③13:30-15:00 16日 マタニティスクール~明日の親のための学級( 3 )~

1日 ⑮小児がん(神経芽)の検査セットを渡します 育児相談 中地区公民館 9: 30-13 :00 
(7J<) ⑮母子健康子市長 エプロン

ω リハビリ教室「根気の会j 福祉センター集合
10:00出発 ⑩ fスハイク (小浜) 3歳児健康診査 市コミセン

マタニティスクール~明日の親のための学級( 1 )~ 17日
⑧13:00-13:30 ~平成 5 年10月生まれ(平成 5

2日 年4月-8月生まれでまだ受けていない人も受

(7J<) 
中地区公民館 13:30-16:00 

(木) 診してくださp)⑮母子健康子帳・問診票・菌ブラシ
⑮母子健康子帳 テキスト 「母と子のために」

1歳6か月児健康診査 市コミセン
献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00

3日 ⑧13:00-13:30 ⑮平成7年9月生まれ(平成7

18目白日 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15 :00 年4月-7月生まれでまだ受けていない人も受診
休) してくださp)⑮母子健康子帳、問診票、タオ ⑪⑪は4日と同様

ル、母子とも現在使用中の歯ブラシ 19日 耳とことば、の相談 福祉センタ- 13:00-15:00 
4@ 日 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 ∞ ~40歳以上 ⑮血圧測定

20日 当番医
68 当番医 (日)

(内) 川本内科医院 久原1丁目 E⑪5675 

(内・呼)ともなが内科クリニック杭出津2丁目fi@5000 (外・HI)原医院 宮小路1丁目 fi@8427
⑪ (外) 山下外科医院 西二城町 E⑪7122 

7目日
乳幼児健康相談 竹松出張所 ②9:30-11:00

一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 ⑪離乳食教室 育児相談 小児がん(神経引の検査セットを渡します
⑪血圧測定 みそ汁の塩分濃度測定ほか

21日
乳幼児健康相談 福祉センタ児(;以2上az(L境i融下関iie長i明R1)) 

健康よろず相談 竹松出張所 13: 30-15: 30 

何 @血圧・コ レステロール・貧血-肥満などが気にな

8日
⑧9:30-11:00⑮4か月児 る人、介護面の相談(保健婦・看護婦による家庭訪
⑧13:30-15:00 ~10か月 科三衛5生2士害に警よ l科マ 問・市訪問リノ1ビリ・リハビリ教室・保健福祉サービ

ω ⑮子ども用の歯ブラシ(使用中のもの)またはガーゼが スについての相談など含みます)など ⑮健康手帳

あれば持参してください

9日 マタニティスクール~明日の親のための学級( 2 )~ 23日 マタニティスクール~明日の親のための学級(4 )~ I 
中地区公民館 13: 30-16: 00 

(7J<) 
中地区公民館 13:30-16:00 (7J<) ⑮母子健康手帳
⑮菌ブラシ(現在使用中のもの)

25@ 日10関日 1歳6か月児健康診査 市コミセン
3歳児健康診査 市コミセン

⑧13: 00-13 :30 ⑪⑮は3日と同様
⑧13 : 00-13 : 30 ⑪⑮は17日と同様

13日
当番医 27日 当番医
(内・小)与那城医院 池田新町 E⑬5575 侶)

(内) 近藤医院 東本町 E⑪1166 

⑪ (外・内)田崎医院 古町1丁目 E⑬1234 (整) 松永整形外科医院西大村本町宮@5864

14日 ことば、の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:0028冊日
ことば、の教室 市役所第8・9会議室

(初めての人は、健康増進課まで電話で申し込んでください) 9:30-16:00 ⑬⑧は14日と同様

日 ⑮母子健康子帳 ⑮ことばの発達が気になる幼児

29日
当番医

幼児教室(お口の健康と食生活)市役所第8・9会議室 (内・呼)おおつか内科医院西=城町 fi@8080 
⑧9:30-9:45 ⑧平成6年10月一11月生まれ ~・初 (産・内)長野病院 東=城町 包@1123

15ω 日 ⑮母子健康手帳・問診票・歯ブラシ・タオル
略号の説明 ⑧一対象 ③・・受け付け ⑮一内容

リハビリ教室「根気の会」 福祉センター ⑮..持ってくるもの

13: 30-15: 30 ⑮音楽療法言語訓練 当番医の診療時間 9:00-18:00 

大切にしたい心と心

ゐ内
認
の
そ
ば

'-!' 

1~加古十八銀行
大村支庖
大村市本町397-8

優しく見つめていたい。

。'』づ
」

を

M
F
園

、

た

は

川

に

な

+

宅

胸

あ

、J
を

る

に

望

け

れ

ゆ

柿

械

は九味一

斗
J

ツ

割

引
刀
一
%

刊
ω

は

気

気がつけば、いつもそばにいる・・・

そんな温かい存在であり続けたい。
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一(.J

No.l 

あ

1
月
M
日
側
、
西
大
村
小
学
校
で

1
年
生
総
勢
1
1
5
人
に
よ
る
生
活

科
の
勉
強
会
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
水
田
町
老
人
会
の
協
力

で
昔
な
が
ら
の
遊
び
道
具
を
つ
く
る

体
験
を
し
ま
し
た
。
お
手
玉
、
竹
馬
、

竹
と
ん
ぼ
、
た
こ
、
福
笑
い
、
す
ご

ろ
く
を

一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
子
つ
き
な
が
ら
見
ょ
う
み
ま
ね

で
カ

ッ
タ
ー
や
針
、
糸
な
ど
を
使
い

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
工
作
す
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

竹
う
ま

た
か
っ
き

ひ
と
み

わ
た
し
は
、
水
田
町
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
た
ち
に
、
竹
う
ま
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
竹
う
ま
に
の
る
れ

ん
し
ゅ
う
を
し
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ

は
、
お
か
あ
さ
ん
に
も

っ
て
も
ら

っ

た
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
お

し
え
て
く
れ
て
の
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
子
に
ま
め
が
で
き
て
あ
し

も
い
た
か
っ
た
で
す
。

お
手
玉

い
の
、つ
』え

と
も
や

せ
い
か
つ
の
じ
か
ん
に
、
お
手
玉

を
つ
く
り
ま
し
た
。
は
じ
め
て
、
は

り
に
糸
を
と
お
し
ま
し
た
。
ぬ
の
を

ぬ
っ
て
あ
ず
き
を
い
れ
た
り
、
と

っ

て
も
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
や
さ
し
く
お
し
え
て
く

れ
た
の
で
た
す
か
り
ま
し
た
。
5
こ

も
で
き
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
叩
回
お
手
玉
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

毎
月
1
回
発
行

竹
と
ん
ぼ

大
山

み
つ
の
り

選鯵クイズ@

ぼ
く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
竹
と

ん
ぼ
を
つ
く
る
と
き
と
て
も
は
や
く

で
き
て
、
ど
ん
ど
ん
竹
と
ん
ぼ
の
か

た
ち
に
な
っ
て
、
じ
よ
う
ず
に
で
き

て
、
す
ご
い
と
お
も
い
ま
し
た
。
や

っ
ぱ
り
た
つ
じ
ん
だ
と
お
も
い
ま
し

た
。こ

の
ぺ

l
ジ
で
は
、
「
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
伝

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
話
題
を
持
っ
て
い
る

方
は
、
お
気
軽
に
秘
書
広
報

課
ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課

(内
2
0
9
)

r;.ニ

口にあてはまる文字をいれてください。

政治家が、選挙区内の人にお金や物を贈る
こと(寄附)は、法律で禁止されています。
違反すると罰せられます。
また、有権者が口口を求めることも禁止さ
れています。

応募要領・問い合わせ
はがきに答と住所・氏名 -年齢-電話番号
を書いて、 干856 玖島1丁目25番地市選
挙管理委員会事務局へ。
応募締切 4月20日(日)
※正解者5人に記念品を贈呈します (正解者
多数の場合は抽選。当選者の発表は発送を
もってかえさせていただきます)

ウ
エ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
E

宮
間
@
4
1
1
1
)

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
附

広
告
代
理
屈
/
船
大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

u 

私たちクラブEは、山本先生を中心に毎週水曜の
1時間をすてきな仲間とゴキゲンな音楽で最高の汗
をかいています。パワフルな中にもほんわかアッ ト
ホームな雰囲気でスローあり、ハードありのダンス、
ダンス、ダンス!小さなお子様連れもOKです。あ
なたも一緒にそんなリフレ、ソシュタイムを過ごして
みませんか?今、会員大募集中です。

日時毎週水曜日、午前10時'"'-'11時
場所市コミセン 会費 1か月 1，500同
問い合わせ 相田 (包⑫30 4 5) 

3月1日現在
( )内は前月比

32 -

世帯数 27，289
(+65) 

女 42，073
(+39) 

男 38，972
(+80) 

81.045 
(+119) 

人口
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